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徳島東部都市計画

都市計画区域マスタープラン及び区域区分の見直しについて

１ 見直しの概要

平成１６年に徳島東部都市計画区域の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（徳島東

部都市計画区域マスタープラン）」を策定し、その後の社会経済情勢の変化に対応しながら、

見直しを行っており、平成３０年３月の見直し以降、本格的な人口減少・超高齢社会問題、

南海トラフ巨大地震や豪雨災害等への備え、さらには、アフターコロナを見据えた新しい生活

様式への適応など、様々な課題への対応が求められていることから、このたび見直すこととし

た。

また、昭和４６年に「市街化区域と市街化調整区域の区域区分（線引き）」の都市計画を定

めて以来、６回の線引き見直しを行っており、今回、第７回の定期見直しを行う。

２ 都市計画区域マスタープラン

○都市計画区域マスタープランとは

都市計画法第６条の２に位置づけられている「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」

をいう。

都市計画区域マスタープランは、当該都市における人口・産業の現状及び将来の見通し等

を勘案して、長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての

大きな道筋を明らかにし、都市計画の基本的な方向性を示すものである。

また、都道府県が一市町村を越える広域的見地から区域区分をはじめとした都市計画の基

本的な方針を定めるものである。

○都市計画区域マスタープランの構成

①基本的考え方

②都市計画の目標（都市づくりの基本理念、地域ごとの市街地像）

③区域区分の決定の有無及び区域区分を定める方針

④主要な都市計画の決定方針（土地利用、都市施設、市街地開発事業、自然的環境の整備又

は保全）

３ 区域区分

○区域区分（線引き）とは

区域区分制度は、道路・公園・下水道などの基盤整備についての公共投資を効率的に行い

つつ、良質な市街地の形成を図る目的で、都市計画区域を市街化区域と市街化調整区域とに

区分するものである。

○見直しの考え方

①市街化区域の規模は、いたずらに拡大することのないよう適正に想定された人口及び産業

を適切に収容するものとする。

②既成市街地と連続し、周辺の工業地と一体的な利用が見込まれる港湾計画に基づき整備し

た土地で、インターチェンジとの近接性を活かした土地利用が図られる土地について市街

化区域に編入する。

③既成市街地と連続し、周辺の工業地と一体的な利用が見込まれる港湾計画に基づき整備し

た土地で、区域区分の明確化を図るため、市街化区域に編入する。
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４ これまでの経緯

○パブリックコメント（区域マスタープラン素案）

・募集期間：令和４年７月４日（月） ～ 令和４年８月２日（火）

・意見の提出者数：５名 件数：１５件

目標等に関すること ２件

都市計画区域に関すること ２件

都市施設の整備に関すること ４件

土地利用に関すること ３件

その他 ４件

○説明会

・令和４年７月２０日（水）～７月２９日（金）にかけて、県内８会場で開催

（徳島市、鳴門市、小松島市、阿南市、吉野川市、石井町、松茂町、北島町）

・参加者：延べ１６名

○素案の縦覧

・縦覧期間：令和４年７月１９日（火）～８月２日（火）

○公聴会

・令和４年８月８日（月）に開催

・公述人：１名 傍聴者：１４名

・主な意見

都市計画区域、区域区分（線引き）、都市施設の整備、土地利用に関すること

○国土交通大臣との事前協議

・令和４年９月２８日（水）～１１月７日（月）

○案の公告・縦覧

・縦覧期間：令和４年１２月２日（金）～１２月１６日（金）

・意見書の提出：なし

○市町への意見照会

・令和４年１１月２１日付けで照会

・令和４年１２月２日（金）～１２月２８日（水）にかけて回答（全市町で意見なし）
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徳島東部都市計画　区域マスタープラン・区域区分  変更手続きフロー図

国土交通省との事前協議
【R4年9月28日～11月7日】

区域マスタープラン・区域区分の変更（案）の作成

都市計画の変更（法第21条第1項）
都市計画決定の告示・縦覧（法第20条第1項,第2項）

【R5年3月】

区域マスタープラン・区域区分の変更（素案）の作成
◆都市計画基礎調査（法第6条の2）【H30年度】
◆基礎調査分析【R元年度】
◆関係機関との協議・調整及び素案作成【R2年度 ～ R4年5月】

住民の意見を反映させるために必要な措置（法第16条第1項）

◆素案パブリックコメント 【R4年 7月 4日 ～ 8月 2日】※30日間

◆素案縦覧（県・市町の窓口）【R4年 7月19日 ～ 8月 2日】※2週間

◆素案説明会（５市３町） 【 上記期間中に8会場で実施 】

◆公聴会 【 R4年 8月 8日 】

市町の意見聴取（法第18条第1項）
【R4年11月21日～12月28日】

案の縦覧（法第17条第1項）
（県・市町の窓口）

【R4年12月2日～ 12月16日】※2週間

意見書の提出（法第17条第2項）
【案の縦覧期間中】

徳島県都市計画審議会での審議（法第18条第1項）
【R5年1月16日】

国土交通大臣の同意（法第18条第3項）
【R5年1月下旬～2月下旬】
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番
号

ご
意

見
の

概
要

ご
意

見
に

対
す

る
県

の
考

え
方

1

　
既

存
都

市
の

再
開

発
、

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

化
の

成
功

事
例

は
少

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

こ

れ
は

古
い

地
方

都
市

が
モ

ー
タ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
対

応
し

て
い

な
い

た
め

中
心

地
域

に
人

を
集

め

に
く

い
構

造
で

あ
る

こ
と

や
、

商
店

主
が

店
舗

を
居

住
地

と
し

て
い

る
た

め
に

積
極

的
に

賃
貸

、

店
子

の
入

れ
替

え
を

望
ん

で
い

な
い

た
め

、
つ

ぎ
は

ぎ
の

よ
う

な
再

開
発

し
か

で
き

な
い

こ
と

に

あ
る

と
い

わ
れ

て
い

る
。

2

　
コ

ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
に

は
、

徳
島

市
、

石
井

、
藍

住
、

北
島

、
こ

の
あ

た
り

を
ぐ

る
っ

と
回

る

循
環

バ
ス

路
線

を
作

る
こ

と
で

あ
る

。

【
徳

島
駅

―
徳

島
市

民
病

院
―

イ
オ

ン
ー

し
ら

さ
ぎ

大
橋

―
北

島
フ

ジ
グ

ラ
ン

（
き

た
じ

ま
田

岡
病

院
）

―

　
ゆ

め
タ

ウ
ン

ー
第

十
堰

あ
た

り
に

橋
―

石
井

フ
ジ

グ
ラ

ン
ー

徳
島

大
学

病
院

―
中

央
病

院
―

徳
島

駅
】

　
右

回
り

、
左

回
り

の
路

線
と

し
、

石
井

は
南

岸
の

西
へ

の
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

、
藍

住
が

北
岸

の

西
へ

の
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

、
北

島
が

鳴
門

へ
の

バ
ス

タ
ー

ナ
ル

、
南

へ
は

現
在

の
徳

島
駅

。

　
人

口
減

少
の

中
、

比
較

的
人

口
の

多
い

所
に

人
を

集
め

、
特

に
買

い
物

、
病

院
の

前
を

通
る

路

線
で

何
と

か
体

が
動

か
せ

る
間

は
一

人
暮

ら
し

の
バ

ス
路

線
を

確
保

す
る

。
公

営
住

宅
、

サ
ー

ビ

ス
付

き
高

齢
者

住
宅

も
こ

の
地

域
に

集
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

「
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（
素

案
）

」
に

係
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

実
施

結
果

１
　

意
見

の
募

集
期

間

　
　

令
和

４
年

７
月

４
日

（
月

）
～

令
和

４
年

８
月

２
日

（
火

）

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

で
あ

り
、

各
都

市
や

地
域

間
を

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

び
連

携
を

強
化

し
た

、
コ

ン

パ
ク

ト
な

都
市

構
造

を
形

成
す

る
必

要
が

あ
る

と
し

て
い

ま
す

。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

２
　

意
見

の
提

出
者

数
と

件
数

　
　

○
提

出
者

数
：

５
名

　
　

○
件

　
　

数
：

１
５

件

　
　

　
・

目
標

等
に

関
す

る
こ

と
　

　
　

　
　

　
　

２
件

　
（

番
号

：
１

，
２

）

　
　

　
・

都
市

計
画

区
域

に
関

す
る

こ
と

　
　

　
　

２
件

　
（

番
号

：
３

，
４

）

　
　

　
・

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
こ

と
　

　
　

４
件

　
（

番
号

：
５

，
６

，
７

，
１

０
）

　
　

　
・

土
地

利
用

に
関

す
る

こ
と

　
　

　
　

　
　

３
件

　
（

番
号

：
８

，
９

，
１

３
）

　
　

　
・

そ
の

他
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

４
件

　
（

番
号

：
１

１
，

１
２

，
１

４
，

１
５

）
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番
号

ご
意

見
の

概
要

ご
意

見
に

対
す

る
県

の
考

え
方

3

　
鳴

門
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
は

、
徳

島
市

と
の

関
係

に
お

い
て

、
中

間
に

市
街

化
調

整
区

域

を
挟

み
、

地
理

的
に

も
市

街
地

が
衛

星
の

よ
う

に
突

出
し

て
い

る
。

　
そ

れ
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
こ

れ
ら

の
３

市
は

、
徳

島
市

を
中

心
と

し
た

広
域

都
市

計
画

区
域

に

あ
る

た
め

、
各

市
の

特
性

（
独

自
性

）
が

生
か

さ
れ

て
お

ら
ず

、
埋

没
し

て
い

る
。

　
こ

の
機

会
に

、
鳴

門
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
を

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

か
ら

分
離

し
、

そ

れ
ぞ

れ
の

単
独

都
市

計
画

区
域

と
す

べ
き

で
あ

る
。

　
そ

の
こ

と
が

、
コ

ン
パ

ク
ト

・
プ

ラ
ス

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

「
地

方
創

生
拠

点
連

携
型

」

の
都

市
構

造
の

形
成

、
「

地
域

の
独

自
性

を
活

か
し

、
魅

力
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
都

市
づ

く
り

」

に
繋

が
っ

て
い

く
の

で
は

な
い

か
。

　
都

市
圏

域
の

連
続

性
、

通
勤

・
通

学
等

の
日

常
生

活
圏

、
主

要
な

交
通

施
設

の
設

置
状

況
等

か

ら
総

合
的

に
判

断
し

、
一

体
の

都
市

と
し

て
整

備
、

開
発

及
び

保
全

す
る

必
要

の
あ

る
区

域
と

し

て
、

現
在

の
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
を

指
定

し
て

お
り

ま
す

。
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

地

域
の

個
性

に
根

ざ
し

た
ま

ち
づ

く
り

の
観

点
を

踏
ま

え
、

広
域

都
市

計
画

区
域

や
区

域
区

分
の

あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

4

　
神

戸
淡

路
鳴

門
自

動
車

道
の

鳴
門

北
IC

周
辺

地
域

を
都

市
計

画
区

域
外

の
準

都
市

計
画

区
域

に

す
る

。

　
神

戸
淡

路
鳴

門
自

動
車

道
の

鳴
門

北
IC

周
辺

地
域

は
、

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

に
含

ま
れ

て

お
り

、
市

街
化

調
整

区
域

と
し

て
土

地
の

利
用

規
制

等
が

適
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

5

　
自

転
車

だ
け

で
な

く
、

小
さ

な
交

通
マ

シ
ン

(キ
ッ

ク
ボ

ー
ド

、
タ

ン
デ

ム
自

転
車

、
人

力
車

、

セ
グ

ウ
ェ

イ
、

歩
行

器
な

ど
)の

渋
滞

緩
和

、
脱

炭
素

、
利

便
性

や
経

済
性

、
健

康
性

が
見

直
さ

れ

て
く

る
の

で
は

な
い

か
。

自
転

車
通

行
空

間
や

自
転

車
駐

輪
場

の
整

備
等

の
取

り
組

み
と

合
わ

せ
、

小
さ

な
交

通
マ

シ
ン

通
行

空
間

の
整

備
計

画
や

検
討

を
行

っ
て

は
ど

う
か

。

6

　
徳

島
県

，
鳴

門
市

，
西

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

四
国

支
社

及
び

西
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社

徳
島

高
速

道
路

管
理

事
務

所
と

一
体

と
な

っ
て

、
徳

島
県

と
ド

イ
ツ

と
の

友
愛

の
歴

史
と

遺
産

を

活
用

し
て

、
鳴

門
市

大
麻

町
板

東
に

お
い

て
、

高
松

自
動

車
道

の
鳴

門
西

P
A

と
隣

接
す

る
都

市
公

園
の

「
ば

ん
ど

う
ド

イ
ツ

村
公

園
ハ

イ
ウ

エ
ー

オ
ア

シ
ス

」
の

開
設

を
行

う
。

　
※

　
東

海
北

陸
自

動
車

道
の

川
島

P
A

と
隣

接
す

る
川

島
ハ

イ
ウ

エ
ー

オ
ア

シ
ス

(河
川

環
境

楽
園

)

　
※

　
伊

勢
湾

岸
自

動
車

道
の

刈
谷

P
A

と
隣

接
す

る
刈

谷
ハ

イ
ウ

エ
ー

オ
ア

シ
ス

　
※

　
上

信
越

自
動

車
道

の
小

布
施

P
A

と
隣

接
す

る
小

布
施

ハ
イ

ウ
エ

ー
オ

ア
シ

ス
(小

布
施

総
合

公
園

)

7

　
JR

徳
島

駅
前

に
本

格
的

な
高

速
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

を
建

設
す

る
。

　
※

　
JR

東
京

駅
八

重
洲

高
速

バ
ス

タ
-ミ

ナ
ル

(令
和

4
年

9
月

1
7
日

開
業

)，
バ

ス
タ

新
宿

　
等

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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番
号

ご
意

見
の

概
要

ご
意

見
に

対
す

る
県

の
考

え
方

8

　
災

害
に

強
い

地
域

づ
く

り
の

た
め

に
開

発
抑

制
や

誘
導

を
目

指
す

な
ら

、
例

え
ば

阿
南

市
で

あ

れ
ば

那
賀

川
町

や
長

生
町

に
商

業
地

域
や

工
業

地
域

の
再

設
定

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
高

速
・

高

規
格

道
路

の
開

通
に

伴
う

工
業

地
域

の
再

設
定

や
、

商
業

地
域

と
し

て
発

展
を

促
し

た
り

、
海

や

川
な

ど
の

レ
ジ

ャ
ー

、
趣

味
や

遊
び

に
特

化
し

た
街

な
ど

、
「

ワ
ン

テ
ー

マ
」

で
域

外
に

訴
求

で

き
る

ま
ち

づ
く

り
特

区
を

設
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

県
や

市
の

補
助

金
頼

み
に

せ
ず

、
民

間
の

力

を
発

揮
し

て
い

け
れ

ば
い

い
と

思
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

用
途

地
域

は
市

町
の

決
定

事
項

と
な

っ
て

い
ま

す
の

で
、

い
た

だ
き

ま
し

た
ご

意
見

に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
市

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

9

　
人

口
減

少
に

は
、

際
限

の
な

い
呼

び
込

み
競

争
で

は
な

く
、

流
出

の
阻

止
も

重
要

で
、

よ
り

魅

力
的

で
活

用
し

が
い

の
あ

る
「

白
紙

地
域

」
の

新
設

も
視

野
に

入
れ

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

で
あ

り
、

都
市

機
能

の
集

約
に

よ
る

コ
ン

パ
ク

ト
で

持
続

可
能

な
市

街
地

の
形

成
を

都

市
づ

く
り

の
理

念
と

し
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
0

　
沖

洲
流

通
港

湾
・

マ
リ

ン
ピ

ア
沖

洲
に

「
海

浜
公

園
」

又
は

「
臨

海
公

園
」

の
都

市
公

園
を

作

る
。

　
※

東
京

都
立

葛
西

海
浜

公
園

及
び

東
京

都
立

葛
西

臨
海

公
園

　
※

千
葉

県
立

幕
張

海
浜

公
園

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

自
然

、
文

化
、

人
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
で

あ
る

都
市

公
園

に
つ

い

て
、

多
様

化
す

る
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

需
要

に
対

応
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

特

色
あ

る
公

園
を

適
切

に
配

置
、

整
備

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
1

　
沖

洲
流

通
港

湾
・

マ
リ

ン
ピ

ア
沖

洲
を

臨
海

副
都

心
地

区
又

は
臨

海
新

都
心

地
区

に
指

定
し

て
、

ウ
オ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
の

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

⇒
徳

島
南

部
自

動
車

道
の

徳
島

沖
洲

IC
と

徳
島

小
松

島
港

沖
洲

埠
頭

と
の

陸
と

海
の

結
節

拠
点

化

　
※

　
ア

リ
ー

 ナ
，

海
浜

緑
地

公
園

，
マ

リ
－

ナ
，

国
際

会
議

場
，

国
際

見
本

市
展

示
場

，
宿

泊
施

設
，

　
　

　
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
モ

－
ル

な
ど

　
※

　
東

京
お

台
場

臨
海

副
都

心
の

ま
ち

づ
く

り
，

横
浜

み
な

と
み

ら
い

M
M

2
1
の

ま
ち

づ
く

り
，

　
　

　
千

葉
幕

張
臨

海
新

都
心

の
ま

ち
づ

く
り

の
取

り
組

み
事

例

1
2

　
徳

島
小

松
島

港
を

国
土

交
通

省
港

湾
局

に
要

望
し

て
、

港
湾

法
に

基
づ

く
「

国
際

拠
点

港
湾

」

の
認

定
を

受
け

る
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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番
号

ご
意

見
の

概
要

ご
意

見
に

対
す

る
県

の
考

え
方

1
3

　
徳

島
市

八
万

町
向

寺
山

の
徳

島
県

文
化

の
森

総
合

公
園

全
体

地
域

及
び

鳴
門

市
鳴

門
町

高
島

の

鳴
門

教
育

大
学

を
中

心
と

す
る

周
辺

地
域

を
「

文
教

地
区

」
に

指
定

す
る

。

　
※

徳
島

県
立

図
書

館
，

徳
島

県
立

近
代

美
術

館
，

徳
島

県
立

博
物

館
，

徳
島

県
立

文
書

館
，

徳
島

県
立

鳥
居

龍
蔵

記
念

博
物

館
，

徳
島

県
立

二
十

一
世

紀
館

　
※

鳴
門

教
育

大
学

，
鳴

門
市

鳴
門

西
小

学
校

，
鳴

門
市

鳴
門

中
学

校
，

鳴
門

市
成

稔
幼

稚
園

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

「
文

教
地

区
」

な
ど

の
特

別
用

途
地

区
は

市
町

の
決

定
事

項
と

な
っ

て
い

ま
す

の
で

、

い
た

だ
き

ま
し

た
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

市
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
4

　
「

IC
T

光
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
特

区
」

を
盛

り
込

ん
で

、
徳

島
県

を
日

本
の

IC
T

光
シ

リ
コ

ン
バ

レ
ー

に
す

る
。

　
※

　
徳

島
県

IC
T

光
の

道
・

情
報

ス
－

パ
－

ハ
イ

ウ
エ

ー
の

構
築

⇒
石

井
町

で
の

IC
T

光
ア

グ
リ

・
テ

ッ
ク

や
IC

T
光

フ
－

ド
・

テ
ッ

ク
の

実
施

1
5

　
「

徳
島

経
済

技
術

開
発

特
区

」
を

盛
り

込
ん

で
、

海
外

の
資

本
，

高
度

人
材

(博
士

号
の

学
位

を

有
す

る
外

国
人

な
ど

)，
高

度
先

端
技

術
(医

療
工

学
・

バ
イ

オ
遺

伝
子

工
学

な
ど

)，
高

度
最

新
情

報
を

徳
島

県
に

呼
び

込
ん

で
、

徳
島

県
全

体
を

前
進

・
発

展
・

進
化

さ
せ

る
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を

示
す

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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説明会概要

開催日 場 所 参加者 質疑応答

令和4年 徳島市役所 大 １人 ○マスタープラン
7月20日(水) 会議室 ・徳島市で面的な整備事業が進まない特別な理由

はあるのか。
【県回答】
都市施設の整備にあたり、用地の難しさや川が
多く工事費が高くなることなどが原因だと考え
られる。

・コンパクトシティ・プラス・ネットワークは、
公共交通の厳しい徳島で実現が難しいのではな
いか。

【県回答】
今ある資産を活用しながら、居住や都市機能を
コンパクトにまとめ、人口減少・高齢化に合わ
せた暮らしが出来る持続可能な都市を目指す。

【市回答】
一定の人口密度を確保し、行政サービスを効果
的に提供するため、今後の方向性としてはコン
パクト・プラス・ネットワークにより持続可能
なまちづくりを進めていく。

・最優先で実現したいビジョンはなにか。
【県回答】
線引き制度は維持しつつ、市街化区域の中に都
市機能を集約するという土地利用の考え方は重
要である。

・鉄道高架事業の見通しと南環状・西環状は１０
年以内の完成を目標としているのか。

【県回答】
県としては徳島市、ＪＲと連携して鉄道高架を
進めていくというスタンスは変わっていない。
マスタープランには、概ね１０年以内に実施す
る事業を記載している。

○区域区分
・住居系、商業系の面積は変更せず、工業系だけ
増やしているのはなぜか。

【県回答】
工業出荷額は今後１０年間、増加傾向であるこ
とから、工業系の市街化区域の規模を増やすこ
とは可能である。

【市回答】
水面を埋立てて新たに生じた土地であり、周辺
地域との連続性、合理性から判断して用途を設
定している。

7月21日(木) 鳴門市役所 共 ２人 質疑なし
済会館

9



7月22日(金) 阿南ひまわり会 １０人 ○区域区分
館 ・完成間近の都市計画道路沿線が市街化調整区域

であるので市街化区域に編入してほしい。
【県回答】
市のマスタープランや立地適正化計画に沿った
形でないと市街化区域への編入は難しい。

・人口が減少しているのに市街化区域は増やせる
のか。

【県回答】
住宅用地、商業用地、工業用地それぞれの規模
を算定しており、工業出荷額が増加傾向である
ことから、工業用地のみ増やすことができると
判断した。

・工業用地を増やすなら沿岸部ではなく、高速道
路から近い場所にしてはどうか。

【県回答】
市町の要望を踏まえ、見直し箇所を決定した。

・都市計画法は経済成長期の人口増ありきの時代
に作られた古い法律であり、抜本的に改訂すべ
きではないか。

【県回答】
今は既存の市街地内にいかに都市を再構築する
かという考え方が必要になっており、市町によ
り立地適正化計画を策定し、運用している。

・水防法の改正により浸水深が見直され、避難が
必要な場所に居住誘導区域が設定されていると
ころもあることから、被災しにくい都市形成を
進めるよう検討してもらいたい。

【市回答】
立地適正化計画については、防災指針の策定な
ど、見直し時期の前倒しも含め、検討する必要
があると考えている。

○マスタープラン
・コンパクトシティ化を目指すのであれば、ＪＲ
の増便など利便性の向上が必要ではないか。

【県回答】
都市施設の整備に関する方針の中で、コンパク
トなまちづくりと連携した公共交通ネットワー
クの形成を位置づけている。

・公共交通機関を軸にしたまちづくりは、地方都
市には馴染まないのではないか。

【県回答】
高齢化社会になる中で、公共交通の維持と利用
促進を進めていくことは必要と認識している。

7月25日(月) 小松島市役所 ０人 －
大会議室

10



7月26日(火) 吉野川市役所 ２人 質疑なし

7月27日(水) 石井町役場 ０人 －

7月28日(木) 松茂町総合会館 １人 質疑なし

7月29日(金) 北島町役場 ０人 －
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12



公 聴 会 記 録

１ 案件の内容

徳島東部都市計画区域の整備，開発及び保全の方針の変更（素案）

市街化区域及び市街化調整区域の区分の変更（素案）

２ 公聴会の日時及び場所

○ 日 時：令和４年８月８日（月） １４：００～１４：１７

○ 場 所：徳島県職員会館 （徳島市万代町３丁目５番地３）

３ 意見を述べた者の住所氏名

阿南市在住の者：１名 計１名

４ 陳述された意見の要旨

別紙１（意見の要旨）のとおり

５ その他公聴会の経過に関する事項

○ 公聴会の開催告示 令和４年７月１９日（火）

○ 公述申出書の提出期限 令和４年８月 ３日（水）

○ 公聴会の開催 令和４年８月 ８日（月）

○ 公聴会の傍聴者数 １４人（一般傍聴者９人、関係市町５人）

○ 公聴会の経過 １４：００～１４：０４ 開 会・議事次第

１４：０４～１４：０５ 議長挨拶・議事説明

１４：０６～１４：１６ 公 述

１４：１６～１４：１７ 閉 会
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（別紙１）

陳述された意見の要旨

公述順序 公述人の住所・氏名 意見の要旨

１ 阿南市在住者 ・ 阿南市中心部である富岡地区の人口減少のスピード

が、全市の減少率を上回っている。コンパクトシティを

促進するためにも公共インフラや民間諸施設がもっとも

充実している阿南市中心部において、住宅店舗等が建設

可能な線引きへの見直しと農地法による甲種農地の規制

緩和について配慮いただきたい。

・ 富岡商店街が商業地域に指定されているが、店舗住宅

などが高度に集積されているため、当該地域での新店舗

開発が難しくなっている。そこで、国道５５号及び都市

計画道路沿線における住宅店舗等の新設を可能となる線

引き変更で、農地法による甲種農地の除外を提案する。

・ 四国横断道開通後の阿南インターチェンジ周辺の交通

渋滞や国道５５号とのアクセスに懸念を抱いている。都

市計画の見直しにおいて、阿南インターチェンジ周辺で

の道路整備の具現化と国道５５号とのアクセス道路につ

いて都市計画区域マスタープランに計上していただき、

早期整備をお願いする。
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新
（
案
）

旧

徳
島
東
部

都
市
計
画

徳
島
東
部
都
市
計
画

都
市
計
画
区
域
の
整
備

、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針

（
徳
島
東
部
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

（
“
新
未

来
”

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

（
案
）

令
和
５

年
１
月

平
成
３
０
年
３
月

徳
島

県
徳

島
県
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1
-

１
．

基
本

的
考

え
方

１
．

基
本

的
考

え
方

１
－

１
都

市
計

画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
役
割
・
位
置
づ
け

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
以
下
、「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）
」

「
徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
長
期
的
視
点
に
た
っ
た
都
市
の
将
来
像
を
明
確
に
し
、
そ

は
、
都
道
府
県
が
一
市
町
村
を
越
え
る
広
域
的
観
点
か
ら
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
都
市
の
将
来
像
を
明
確
に
す

の
実
現
に
向
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
示
す
も
の
と
し
て
、
平
成
１
６
年
５
月
に
策
定
し
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢

る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
３
度
の
見
直
し
を
行
い
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
っ
て

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

き
た
。

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
（
以
下
、
「
本
区
域
」
と
い
う
。
）
で
は
、
平
成
１
６
年
５
月
に
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

こ
の
間
も
、
本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
問
題
や

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序

進
行
す
る
東
京
一
極
集
中
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
や
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
へ
の
備
え
、
さ
ら
に
は
、

あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
４
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
県
政
運
営
指
針
で
あ
る
「
新
未
来
『
創
造
』
と
く
し
ま
行
動
計
画
」
に

基
づ
き
、
各
種
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
都
市
の
あ
り
方
を
見
直
す
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お

り
、
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
重
要
度
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

視
点
に
立
ち
、
都
市
づ
く
り
の
理
念
、
土
地
利
用
の
方
針
等
に
つ
い
て
大
胆
な
見
直
し
を
行
っ
た
。

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
無
秩
序
な
開
発
に
よ
る
市
街
地
の
拡
大
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
、
区
域
区
分
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
土
地
利
用
規
制
の
強
化
と
大
胆
な
緩
和
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
、

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、
雇
用
の
確
保
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
全
国
屈
指

の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
活
か
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
の
創
出
な
ど
、
「
地
方
創
生
の
旗
手

・
徳
島
」
と
し
て
の
こ
れ
ら
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
「
一
歩
先
の
未
来
」
を
見
据
え
た
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
の
も
と
、
高
次
元
へ
と
進
化
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
示
す
こ
と
と
し
た
。

時
代
の
変
革
に
柔
軟
か
つ
大
胆
に
対
応
し
、
徳
島
の
「
新
未
来
」
を
創
造
す
る
た
め
、
本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

毎
年
点
検
を
行
い
、
新
し
い
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
将
来
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
輝
く
未
来
が
切
り
拓
け
る
よ
う
、
快
適
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す

る
。

図
1
-1

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ

ラ
ン
体

系
図

１
－
２

見
直
し

の
背
景

本
区
域
で
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
問
題
や
進
行
す
る
大
都
市
部
へ
の
過
度
な
人
口
集
中
、
切
迫

す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
に
加
え
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
頻
発
・
激
甚
化
す
る
豪

雨
災
害
へ
の
備
え
、
さ
ら
に
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
観
点

か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
し
い
生
活
様
式
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
へ
の
適
応
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
区
域
内
の
都
市
が
互
い
に
連
携
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
た
め
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
に
立
つ
と
と
も
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
、
「
人
口
減
少
」
及
び

「
災
害
列
島
」
の
３
つ
の
国
難
へ
の
対
応
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
基
づ
く
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
推
進
な
ど
新
た
な
視
点
を
盛
り
込
み
、

○
ニ

ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
時
代
に
対
応
す
る
新
次
元
の
分
散
型
国

土
の

創
出

○
防

災
・
減

災
を
主
流
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

●
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
「消
費
者
庁
等
の
徳
島
移
転
」

●
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」の
誘
致
拡
大
、
移
住
交
流
の
推
進

●
「
徳
島
東
IC
」に
続
く
、
新
た
な
陸
海
空
の
結
節
点
「
津
田
IC
」
の
整
備

●
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

｢す
だ
ち
く
ん
未
来
の
地
球
条
例
(愛
称
)」
の
制
定

●
燃
料
電
池
自
動
車
の
導
入
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

●
治
水
に
加
え
、
利
水
、
水
循
環
、
環
境
等
の
概
念
を
含
む

｢未
来
へ
紡
ぐ
”O
U
R
（あ
わ
）の
水
”管
理
条
例
(愛
称
)｣
の
制
定

➣
「安
全
安
心
・強
靱
と
く
し
ま
」の
実
現

新
未
来
「
創
造
」
と
く
し
ま
行
動
計
画

●
震
災
時
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す

「命
を
守
る
と
く
し
ま
-0
（
ゼ
ロ
）作
戦
条
例
(愛
称
)」
の
制
定

●
｢イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
｣及
び
｢特
定
活
断
層
調
査
区
域
｣の
指
定

●
「
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
の
震
度
分
布
図
」の
公
表

➣
「環
境
首
都
・新
次
元
と
く
し
ま
」の
実
現

➣
「
ふ
る
さ
と
回
帰
・
加
速
と
く
し
ま
」の
実
現

時
代
の
変
革
に
“
柔
軟
か
つ
大
胆
”
に
対
応
し
、
徳
島
の
「
新
未
来
」
を
創
造
！

新
た
な
視
点
で
見
直
し
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-
2
-

○
気

候
変
動

対
策
の
推
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
「
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
」
の
柱
と
し
て
、
都
市
づ
く
り
の
理
念
、
土
地
利
用
の
方
針
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

都
市
構
造
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
対
す
る
柔
軟
性
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
冗
長
性
を
備
え
た
都
市
と
し
て
、

時
代
の
変
革
に
柔
軟
か
つ
大
胆
に
対
応
す
る
た
め
、
本
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
適
宜
、
見
直
し
を
行

う
も
の
と
し
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぎ
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
」

の
理
念
に
基
づ
く
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

図
1-
2

都
市
づ
く
り
の
方
向
性
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3
-

２
．

都
市

計
画

の
目

標
２

．
都
市

計
画

の
目

標

２
－

１
基

本
的

事
項

２
－
１

基
本
的

事
項

１
）

目
標

年
次

１
）

目
標

年
次

目
標
年
次
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
７
年
（
２
０
１
５
年
）
を
基
準
年
と
し
て
、
都
市
づ
く
り
の
理
念
や
将
来

目
標
年
次
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
２
年
を
基
準
年
と
し
て
、
都
市
づ
く
り
の
理
念
や
将
来
の
都
市
構
造
に
つ

の
都
市
構
造
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
２
０
年
後
の
令
和
１
７
年
（
２
０
３
５
年
）
の
姿
を
展
望
し
方
針
を
策

い
て
は
、
お
お
む
ね
２
０
年
後
の
平
成
４
２
年
の
姿
を
展
望
し
方
針
を
策
定
す
る
。

定
す
る
。

な
お
、
区
域
区
分
及
び
都
市
施
設
の
整
備
等
は
策
定
か
ら
お
お
む
ね
１
０
年
後
の
令
和
１
２
年
（
２
０
３
０

な
お
、
区
域
区
分
及
び
都
市
施
設
の
整
備
等
は
策
定
か
ら
お
お
む
ね
１
０
年
後
の
平
成
３
７
年
の
姿
と
し
て

年
）
の
姿
と
し
て
策
定
す
る
。

策
定
す
る
。

２
）

範
囲

２
）

範
囲

本
区
域
は
、
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、
石
井
町
、
松
茂
町
及
び
北
島
町
の
５

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
（
以
下
、
「
本
区
域
」
と
い
う
）
は
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉

市
３
町
の
行
政
区
域
の
全
域
も
し
く
は
一
部
を
範
囲
と
す
る
。

野
川
市
、
石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
の
５
市
３
町
の
行
政
区
域
の
全
域
も
し
く
は
一
部
を
範
囲
と
す
る
。

区
域

市
町
村
名

範
囲

面
積

（
h
a）

区
域

市
町
村
名

範
囲

面
積
（
ha
）

徳
島
市

行
政
区
域
の
全
域

19
,1
5
2

徳
島
市

行
政
区
域
の
全
域

1
9,
1
39

鳴
門
市

〃
一
部

10
,5
1
5

鳴
門
市

〃
一
部

1
0,
5
15

小
松
島
市

〃
全
域

4
,5
3
7

小
松
島
市

〃
全
域

4,
5
37

徳
島
東
部

阿
南
市

〃
一
部

10
,1
3
8

徳
島
東
部

阿
南
市

〃
一
部

1
0,
1
38

都
市
計
画

吉
野
川
市

〃
一
部

3
,3
7
6

都
市
計
画

吉
野
川
市

〃
一
部

3,
3
76

区
域

石
井
町

〃
全
域

2
,8
8
5

区
域

石
井
町

〃
全
域

2,
8
85

松
茂
町

〃
全
域

1
,4
3
4

松
茂
町

〃
全
域

1,
4
24

北
島
町

〃
全
域

87
4

北
島
町

〃
全
域

8
74

合
計

52
,9
1
1

合
計

5
2,
8
88

注
）
令
和
３
年
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
（
国
土
地
理
院
）
よ
り
都
市
計
画
区
域
の
面
積
を
算
定
。

注
1：
平
成
２
８
年
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
（
国
土
地
理
院
）
よ
り
都
市
計
画
区
域

の
面
積
を
算
定
。

図
2
-1

徳
島
東
部
都
市
計
画
区

域
の

位
置

図
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２
－

２
都
市

づ
く

り
の

基
本
理
念

２
－
２

都
市
づ

く
り

の
基
本
理
念

１
）

広
域

都
市

計
画

区
域
と
し
て
の
位
置
づ
け

１
）

現
状

と
課

題

本
区
域
は
、
県
都
徳
島
市
を
中
心
に
５
市
３
町
か
ら
な
り
、
そ
の
大
部
分
は
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
な

本
区
域
は
、
県
都
徳
島
市
を
中
心
に
５
市
３
町
か
ら
な
り
、
そ
の
大
部
分
は
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
な

ど
の
沖
積
平
野
に
発
展
し
た
都
市
で
、
東
部
は
紀
伊
水
道
に
臨
み
、
北
部
、
南
部
は
山
々
の
緑
を
背
に
し
た
自

ど
の
沖
積
平
野
に
発
展
し
た
都
市
で
、
東
部
は
紀
伊
水
道
に
臨
み
、
北
部
、
南
部
は
山
々
の
緑
を
背
に
し
た
自

然
豊
か
な
都
市
圏
で
あ
る
。

然
豊
か
な
都
市
圏
で
あ
る
。

本
区
域
の
面
積
は
県
全
体
の
約
１
３
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
口
は
県
全
体
の
約
６
６
％
を
占
め
て
お
り
、
本

本
区
域
の
面
積
は
県
全
体
の
約
１
３
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
人
口
は
県
全
体
の
約
６
５
％
を
占
め
て
お
り
、
本

県
の
行
政
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
域
で
あ
る
。

県
の
行
政
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
域
で
あ
る
。

主
な
都
市
と
し
て
は
、
阿
波
２
５
万
石
の
城
下
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
本
区
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
県

主
な
都
市
と
し
て
は
、
阿
波
２
５
万
石
の
城
下
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
本
区
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
県

都
徳
島
市
、
本
州
と
の
表
玄
関
に
位
置
し
観
光
・
交
流
拠
点
を
担
う
鳴
門
市
、
海
上
輸
送
の
流
通
拠
点
都
市
小

都
徳
島
市
、
本
州
と
の
表
玄
関
に
位
置
し
交
流
拠
点
都
市
を
め
ざ
す
鳴
門
市
、
海
上
輸
送
の
流
通
拠
点
都
市
小

松
島
市
、
臨
海
工
業
開
発
の
拠
点
で
あ
る
阿
南
市
な
ど
が
あ
る
。

松
島
市
、
臨
海
工
業
開
発
の
拠
点
で
あ
る
阿
南
市
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
本
区
域
に
は
、
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
並
び
に
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）

本
区
域
は
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
開
通
に
伴
い
、
近
畿
圏
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
四
国
縦

な
ど
の
交
通
・
物
流
の
拠
点
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る
高
規
格
道
路
網
と

貫
自
動
車
道
、
四
国
横
断
自
動
車
道
、
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
、
橘
港
及
び
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど

一
体
と
な
り
形
成
さ
れ
る
「
陸
・
海
・
空
」
の
広
域
交
通
体
系
の
整
備
に
よ
り
、
四
国
、
近
畿
、
中
国
地
方
と

り
空
港
）
等
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通
体
系
の
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、
四
国
、
近
畿
、
中
国
地
方
と
の
人
、

の
人
、
物
、
情
報
の
交
流
の
結
節
点
と
し
て
、
ま
た
、
四
国
地
域
全
体
の
玄
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

物
、
情
報
の
交
流
の
結
節
点
と
し
て
、
ま
た
、
四
国
地
域
全
体
の
玄
関
と
し
て
の
役
割
が
益
々
増
大
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

２
）
現

状
と
課

題

①
人

口
減

少
・

高
齢
化
の
進
展

本
区
域
で
は
、
平
成
１
２
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
本
区
域
を
構
成
す
る
５
市
３
町
全

近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
人
口
の
減
少
、
経
済
活
動
に
お
け
る
低
成
長
の
長
期
化
、
中
心
市

体
の
高
齢
者
人
口
割
合
は
２
９
．
２
％
（
Ｈ
２
７
）
で
、
全
国
平
均
の
２
６
．
６
％
（
Ｈ
２
７
）
よ
り
進
行
し

街
地
の
空
洞
化
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
等
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
問
題
か
ら
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
に
お
い

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
加
速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

て
は
、
都
市
機
能
や
居
住
機
能
を
都
市
の
中
心
部
等
に
集
約
化
・
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ま
た
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
空
き
家
や
低
未
利
用
地
等
が
増
加
し
、
市
街
地
の
低
密
度
化
が
進
行
し

ク
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
連
携
を
強
化
す
る
集
約
型
都
市
構
造
の
形
成
や
、
都
市
中
心
部
の
慢
性
的

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
世
帯
分
離
に
よ
る
単
独
世
帯
の
増
加
等
に
伴
い
、
世
帯
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
宅

な
渋
滞
の
解
消
に
向
け
た
、
効
率
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
の
郊
外
化
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
財
政
面
・
経
済
面
に
お
い
て
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
一
定
の
人
口

密
度
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
や
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
、
居
住
や
医
療

・
福
祉
・
子
育
て
支
援
・
商
業
等
の
都
市
機
能
を
誘
導
し
、
集
約
化
を
図
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
各
都
市
や
地
域
間
を
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
連
携
を
強
化
し

た
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
の
効
率
的
な
都
市
構
造
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
頻

発
・

激
甚

化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

本
区
域
は
、
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
等
の
河
口
部
の
広
大
な
沖
積
平
野
と
東
西
に
帯
状
に
配
列
す
る
山

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
、
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
等
に
よ
る
地
球
温
暖
化

地
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
お
り
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
に
加
え
、

に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
り
頻
発
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨
、
深
刻
な
洪
水
・
渇
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
等
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
等
に
よ
る
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
り
頻
発
・
激
甚
化
す
る
台
風
や
集
中

あ
ら
ゆ
る
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
「
す
べ
て
の
人
命
を
守
る
」
と
い
う
視
点
や
、
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な

豪
雨
、
深
刻
な
洪
水
・
渇
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
等
、
大
規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
が

都
市
の
再
生
と
い
う
視
点
、
大
規
模
自
然
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
と
い
う
視
点
な
ど
か
ら
都
市
づ

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
の
防
災
性
を
高
め
つ
つ
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
抑
制
及
び
移
転
の

促
進
な
ど
、
大
規
模
自
然
災
害
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
を
実
現
す
る
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
流
域
治
水
」
の
視
点
に
立
っ
た
都
市
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
環
境
の
悪
化
や
生
物
多
様
性
の
損
失
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
区
域
内

さ
ら
に
は
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
環
境
の
悪
化
や
生
物
多
様
性
の
損
失
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
自
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の
豊
か
な
自
然
や
田
園
環
境
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
防
災
、
景
観
形
成
等
の
機
能

然
環
境
の
適
切
な
保
全
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

を
有
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
保
全
・
活
用
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
や
自
然
・
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
活
用
に
よ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③
新

し
い

生
活

様
式
へ
の
対
応

首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
等
を
背
景
と
し
た
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
が
続
く
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
社
会

こ
う
し
た
各
地
域
の
多
様
性
や
独
自
性
を
尊
重
し
、
個
性
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
、
広
域
的

経
済
活
動
へ
の
深
刻
な
影
響
や
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
地
方
移
住
へ
の
意
識
の
高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。

に
配
置
さ
れ
た
拠
点
間
の
交
流
や
連
携
を
強
化
し
た
広
域
都
市
計
画
区
域
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
多
様
化
す
る
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
、
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ

を
創
出
す
る
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
職

住
環
境
の
確
保
や
、
各
地
域
の
多
様
性
や
独
自
性
を
尊
重
し
、
個
性
に
根
ざ
し
た
ゆ
と
り
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３
）

都
市

づ
く

り
の

理
念

２
）

都
市

づ
く

り
の

理
念

本
区
域
は
、
県
都
徳
島
市
を
含
む
本
県
を
代
表
す
る
広
域
都
市
圏
で
あ
り
、

本
区
域
は
、
県
都
徳
島
市
を
含
む
本
県
を
代
表
す
る
広
域
都
市
圏
で
あ
り
、
四
国
と
近
畿
の
結
節
点
と
し
て

・
四
国
と
近
畿
の
結
節
点
と
し
て
の
立
地
条
件
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
広
域
交
流
拠
点
と
し
て
、
多

の
立
地
条
件
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
広
域
交
流
拠
点
と
し
て
の
都
市
機
能
の
集
積
が
ゆ
と
り
あ
る
環

様
な
都
市
機
能
が
集
積
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
と
、
ゆ
と
り
と
魅
力
あ
る
環
境
が
共
生
す
る
都
市
圏

境
と
共
生
す
る
都
市
圏
、
変
化
に
富
む
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て
都
市
と
農
山
漁
村
が
相
互
に
機
能
分
担
、
交

・
変
化
に
富
む
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て
都
市
と
農
山
漁
村
が
相
互
に
機
能
分
担
、
交
流
・
連
携
す
る
都
市
圏

流
・
連
携
す
る
都
市
圏
を
実
現
す
る
た
め
、
「
ゆ
と
り
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
都
市
」
を
将
来
像
と
し
、
本
区

を
実
現
す
る
た
め
、
「
ゆ
と
り
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
都
市
」
を
将
来
像
と
し
、
本
区
域
の
都
市
づ
く
り
の
理

域
の
都
市
づ
く
り
の
理
念
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

念
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

○
す

べ
て

の
人

が
暮
ら
し
や
す
い
、
「
地
方
創
生
拠
点
連
携

型
」

の
都
市

づ
く

り
・
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
、
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

既
存
の
人
口
・
都
市
機
能
・
基
盤
集
積
を
活
か
し
た
効
率
的
な
都
市
経
営
を
進
め
る
た
め
、
空
き
家

既
存
の
人
口
・
都
市
機
能
・
基
盤
集
積
を
生
か
し
た
効
率
的
な
都
市
経
営
を
進
め
る
た
め
、
従
来
の

や
低
未
利
用
地
を
活
用
す
る
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
独
自
性
を
活
か
し
「
地
方
創
生
」
を
図
り

拡
大
・
拡
散
型
の
都
市
づ
く
り
を
転
換
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
独
自
性
を
活
か
し
な
が
ら
「
地

つ
つ
、
子
育
て
・
医
療
・
介
護
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
都
市
機
能
の
集
約
に
よ
る
、
快
適
で
効

方
創
生
」
を
図
り
つ
つ
、
子
育
て
・
医
療
・
介
護
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
に
よ
る
、
快
適
で

率
的
な
生
活
環
境
を
重
視
し
た
、
持
続
可
能
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。
そ
れ
に
加
え
、
中
心
市
街
地

効
率
的
な
生
活
環
境
を
重
視
し
た
、
持
続
可
能
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。
そ
れ
に
加
え
、
中
心
市
街

や
鉄
道
駅
周
辺
等
の
拠
点
を
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
間
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
や
鉄
道
駅
周
辺
等
の
拠
点
を
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
間
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

で
結
び
、
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
デ
ー
タ
」
の
活
用
に
よ
り
多
様
な
働
き
方
の
創
出
、
行
政
・
医
療
・
教
育

ク
で
結
び
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
多
様
な
働
き
方
の
創
出
、
行
政
・
医
療
・
教
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
機

・
交
通
等
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
高
度
化
を
図
る
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
地

能
の
高
度
化
を
図
る
、
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
構
造
の
形
成
を
目
指
す
。

方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
構
造
の
形
成
を
目
指
す
。

○
「

す
べ

て
の

人
命
を
守
る
」
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

都
市
づ

く
り

・「
す
べ
て
の
人
命
を
守
る
」
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

あ
ら
ゆ
る
大
規
模
自
然
災
害
を
迎
え
撃
つ
た
め
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
等
や
地
域
の
避
難
体
制
の
強

あ
ら
ゆ
る
大
規
模
自
然
災
害
を
迎
え
撃
つ
た
め
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
等
や
地
域
の
避
難
体
制
の
強

化
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
抑
制
及
び
移
転
の
促
進
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す

化
な
ど
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
が
実
現

る
と
と
も
に
、
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
が
実
現
で
き
る
よ
う
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

で
き
る
よ
う
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
事
前
準
備
を
行
う
な
ど
、
震
災
時
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
県
土
強
靱
化

り
計
画
」
の
策
定
な
ど
、
震
災
時
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
県
土
強
靱
化
を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

ら
せ
る
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

○
豊

か
な

自
然

と
調
和
し
、
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
に
よ

る
環
境

に
や

さ
し

い
都
市

づ
く

り
・
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り
を
行
う
。
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既
存
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
の
保
全
、
市
街
地
周
辺
部
に
お
け
る
農
業
生
産

既
存
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
加
え
、
豊
か
な
自
然
の
保
全
、
市
街
地
周
辺
部
に
お
け
る
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
を
図
り
、
市
街
地
と
周
辺
部
の
自
然
・
田
園
環
境
が
健
全
に
調
和
し
た
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち

基
盤
の
整
備
を
図
り
、
市
街
地
と
周
辺
部
の
自
然
・
田
園
が
健
全
に
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す

づ
く
り
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
森
林
な
ど
豊
富
な
資
源
の
保
全
や
、
自
然
・
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

る
と
と
も
に
、
森
林
な
ど
豊
富
な
資
源
の
保
全
や
、
水
・
太
陽
な
ど
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

活
用
に
よ
り
、
気
候
変
動
へ
配
慮
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
県
が
誇
る
自
然
環

活
用
に
よ
り
、
気
候
変
動
へ
配
慮
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
な
ど
、
本
県
が
誇
る
自
然
環

境
を
次
代
へ
継
承
す
べ
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

境
を
次
代
へ
継
承
す
べ
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

○
地

域
の

独
自

性
を
活
か
し
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都

市
づ
く

り
・
地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
都
市
計
画
法
を
は
じ
め
と
す
る
権
限
が
国
か
ら
地
方
へ
移
譲
さ
れ
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
都
市
計
画
法
を
は
じ
め
と
す
る
権
限
が
国
か
ら
地
方
へ
移
譲
さ
れ
、

時
代
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
地
域
の
主
体
と
な
る
市
町
の
独
自
性
や
多

時
代
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
地
域
の
主
体
と
な
る
市
町
の
独
自
性
や
多

様
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
・
デ
ー
タ
」
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
を
推
進

様
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
広
域
的
に
配
置
さ
れ
た
拠
点
間
の
交
流
や
連
携
の
強
化
に
よ
り
、
新
た
な
価
値

し
、
様
々
な
働
き
方
の
創
出
や
新
た
な
価
値
の
創
造
に
よ
る
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

が
創
造
さ
れ
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

を
目
指
す
。

○
住

民
目

線
に

立
っ
た
創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り

・
住
民
目
線
に
立
っ
た
創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
暮
ら
し
や
す
い
都
市
の
実
現
を
図
る
た
め
、
都
市

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
暮
ら
し
や
す
い
都
市
の
実
現
を
図
る
た
め
、
都
市

計
画
提
案
制
度
の
活
用
な
ど
、
積
極
的
な
住
民
参
加
を
得
な
が
ら
、
創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
目

計
画
提
案
制
度
の
活
用
な
ど
、
積
極
的
な
住
民
参
加
を
得
な
が
ら
、
創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
目

指
す
。

指
す
。

２
－

３
地

域
ご

と
の

市
街
地
像

２
－
３

地
域
ご

と
の

市
街
地
像

１
）

広
域

的
な

都
市

構
造
に
お
け
る
位
置
づ
け

１
）

広
域

的
な

都
市

構
造
に
お
け
る
位
置
づ
け

徳
島
市
の
市
街
地
は
、
本
県
の
経
済
、
教
育
、
文
化
、
行
政
な
ど
多
く
の
機
能
が
集
積
し
、
県
勢
発
展
を
牽

徳
島
市
の
市
街
地
は
、
本
県
の
経
済
、
教
育
、
文
化
、
行
政
な
ど
多
く
の
機
能
が
集
積
し
、
県
勢
発
展
を
牽

引
す
る
と
と
も
に
、
広
い
分
野
に
わ
た
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
都
市
機

引
す
る
と
と
も
に
、
広
い
分
野
に
わ
た
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
都
市
機

能
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
広
域
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

能
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
広
域
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

ま
た
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
の
中
心
部
を
広
域
拠
点
に
次
い
で
都
市
機
能
が
集
積
す

ま
た
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
の
中
心
部
を
広
域
拠
点
に
次
い
で
都
市
機
能
が
集
積
す

る
副
次
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
等
の
中
心
市
街
地
を
広
域
・
副
次
拠
点
を
補
完

る
副
次
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
等
の
中
心
市
街
地
を
広
域
・
副
次
拠
点
を
補
完

す
る
生
活
都
市
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

す
る
生
活
都
市
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

こ
れ
ら
拠
点
間
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
広

こ
れ
ら
拠
点
間
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
広

域
的
に
結
び
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
機
能
の
高
度
化
を
図
る
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都

域
的
に
結
び
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
機
能
の
高
度
化
を
図
る
、
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
の
都
市

市
構
造
の
形
成
を
目
指
す
。

構
造
の
形
成
を
目
指
す
。

２
）

主
要

な
都

市
機

能
の
配
置

２
）

主
要

な
都

市
機

能
の
配
置

本
区
域
の
広
域
拠
点
で
あ
る
徳
島
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
周
辺
の

本
区
域
の
広
域
拠
点
で
あ
る
徳
島
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
周
辺
の

都
市
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
広
域
圏
に
対
応
す
る
拠
点
的
な
商
業
や
業
務
、
文
化
や
交
流
等
の
高
次
都
市
機
能

都
市
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
広
域
圏
に
対
応
す
る
拠
点
的
な
商
業
や
業
務
、
文
化
や
交
流
等
の
高
次
都
市
機
能

の
整
備
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。

の
整
備
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。

さ
ら
に
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
の
中
心
市
街
地
は
、
副
次
的
な
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

さ
ら
に
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
の
中
心
市
街
地
は
、
副
次
的
な
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
等
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
生
活
都
市
拠
点
と
し
て
、
商
業
、
医
療
、
福
祉
等

石
井
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
等
の
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
生
活
都
市
拠
点
と
し
て
、
商
業
、
医
療
、
福
祉
等

の
都
市
機
能
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。

の
都
市
機
能
及
び
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。
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３
）

主
要

な
土

地
利

用
の
方
針

３
）
主

要
な
土

地
利

用
の
方
針

各
市
町
の
駅
周
辺
や
中
心
市
街
地
を
商
業
業
務
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
計
画
的
な
都
市
整
備
に
努
め
る
。

各
市
町
の
駅
周
辺
や
中
心
市
街
地
を
商
業
業
務
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
計
画
的
な
都
市
整
備
に
努
め
る
。

工
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
や
小
松
島
市
、
阿
南
市
及
び
松
茂
町
の
臨
海
部
を
工
業
・
流
通
拠
点
と
し

工
業
地
等
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
や
小
松
島
市
、
阿
南
市
及
び
松
茂
町
の
臨
海
部
を
工
業
・
流
通
拠
点
と
し

て
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
既
設
産
業
団
地
へ
の
企
業
の
集
積
を
図
る
。

て
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
既
設
産
業
団
地
へ
の
企
業
の
集
積
を
図
る
。

住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
既
成
市
街
地
及
び
周
辺
既
存
集
落
等
の
居
住
環
境
の
整
備
を
図
る
。

住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
既
成
市
街
地
及
び
周
辺
既
存
集
落
等
の
居
住
環
境
の
整
備
を
図
る
。

四
国
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
鳴
門
公
園
周
辺
は
観
光
拠
点
と
し
て
、

県
内
各
地
の
観
光
施
設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
・
交
流
を
促
進
す
る
。

４
）

広
域

根
幹

的
な

交
通
体
系

４
）

広
域

根
幹

的
な

交
通
体
系

既
存
の
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
徳
島
自
動
車
道
、
高
松
自
動
車
道
及
び
徳
島
南
部
自
動
車
道
に
加
え
、

本
区
域
の
交
通
連
携
を
強
め
る
た
め
、
既
存
の
本
州
四
国
連
絡
道
路
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
及
び
四
国
横
断

徳
島
南
部
自
動
車
道
の
南
伸
や
阿
南
安
芸
自
動
車
道
な
ど
、
広
域
的
な
都
市
軸
の
整
備
を
促
進
し
、
重
要
港
湾

自
動
車
道
に
加
え
、
四
国
横
断
自
動
車
道
の
南
伸
や
阿
南
安
芸
自
動
車
道
な
ど
、
広
域
的
な
都
市
軸
の
整
備
強

徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
並
び
に
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）
の
交
通
・
物
流
拠
点
を
結
ぶ
こ
と

化
を
図
る
。

に
よ
り
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
交
通
体
系
の
連
携
強
化
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
広
域
都
市
軸
と
連
動
し
て
、
本
区
域
の
骨
格
と
し
て
機
能
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
一
般
国
道

こ
れ
ら
の
広
域
都
市
軸
と
連
動
し
て
、
本
区
域
の
骨
格
と
し
て
機
能
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
一
般
国
道

１
１
号
、
５
５
号
及
び
１
９
２
号
並
び
に
徳
島
環
状
道
路
な
ど
の
整
備
を
図
る
。

１
１
号
、
５
５
号
及
び
１
９
２
号
並
び
に
徳
島
外
環
状
道
路
な
ど
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
交
通
結
節
点
の
整
備
や
乗
り
継
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
の
推
進
、
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

*
）
の
実
装
等
に
よ
る
公
共
交
通
の
シ

ー
ム
レ
ス
化
の
推
進
な
ど
、
「
公
共
交
通
の
最
適
化
」
、
「
利
便
性
の
向
上
」、
「
利
用
促
進
」
に
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
。

*
Mo
bi
l
it
y
a
s
a
S
er
vi
ce
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8
-

図
2-
2

徳
島
東
部
都
市
計
画
区

域
の
都

市
構
造

図
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３
．

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
方
針

３
．

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
方
針

３
－

１
区

域
区

分
の

有
無

３
－
１

区
域
区

分
の

有
無

本
区
域
は
、
昭
和
４
６
年
に
当
時
の
４
市
６
町
各
々
の
都
市
計
画
区
域
を
合
わ
せ
た
広
域
都
市
計
画
区
域
と
し

本
区
域
は
、
昭
和
４
６
年
に
４
市
６
町
各
々
の
都
市
計
画
区
域
を
合
わ
せ
て
指
定
さ
れ
、
区
域
区
分
に
つ
い
て

て
指
定
さ
れ
、
並
行
し
て
区
域
区
分
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
６
回
の
見
直
し
を
経
て
現
在
に
至
っ
て

も
、
昭
和
４
６
年
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
５
回
の
見
直
し
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

い
る
。

１
）
人

口
・
世

帯
数

の
見
通
し

本
区
域
の
人
口
は
、
平
成
１
２
年
以
降
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
今
後
も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
図
3
-1
）

本
区
域
の
人
口
は
、
平
成
１
２
年
を
境
に
減
少
に
転
じ
、
今
後
も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
世
帯
分
離
に
よ
る
単
独
世
帯
の
増
加
等
に
伴
い
、
今
後
も
引
き
続
き
増
加
す
る

世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
図
3-
2）

注
）
平
成
２
７
年
ま
で
は
国
勢
調
査
に
よ
る
実
績
値
、
令
和
２
年
以
降
は
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
推
計
値

図
3
-1

人
口
の
推
移
【
徳
島
東
部
都

市
計

画
区

域
】

出
典
：
国
勢
調
査
、
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

注
）
平
成
２
７
年
ま
で
は
国
勢
調
査
に
よ
る
実
績
値
、
令
和
２
年
以
降
は
と
く
し
ま
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
推
計
値

図
3
-2

世
帯
数
・
世
帯
規
模
の
推
移
【
徳
島

東
部

都
市

計
画
区

域
】

52
1,

45
2 

52
0,

18
3 

51
3,

34
9 

50
2,

06
0 

49
0,

95
6 

47
9,

07
5 

47
5,

19
1 

0

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

平
成

12
年
平
成

17
年
平
成

22
年
平
成

27
年
平
成

32
年
平
成

37
年
平
成

42
年

人 口 （ 人 ）

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
人
口

5
2
0
.
2
 

5
1
3
.
3
 

5
0
1
.
2
 

4
8
6
.
5 

4
7
3
.
3
 

4
6
2
.
8
 

4
5
0
.
2
 

0
.
0

1
0
0
.
0

2
0
0
.
0

3
0
0
.
0

4
0
0
.
0

5
0
0
.
0

6
0
0
.
0

平
成

1
7
年

平
成

2
2
年

平
成
2
7
年

令
和

2
年

令
和

7
年

令
和

1
2
年

令
和

1
7年

人 口 （ 千 人 ）
（

実
績

）
（

推
計

）

1
9
7
.
8
 

2
0
2
.
8
 

2
0
8
.
2
 

2
1
2
.
4
 

2
1
6
.
9
 

2
2
2
.
6
 

2
2
7
.
2
 

2
.
6
3

2
.
5
3

2
.
4
1

2
.
2
9

2
.
1
8

2
.
0
8

1
.
9
8

0
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
5
0

2
.
0
0

2
.
5
0

3
.
0
0

3
.
5
0

4
.
0
0

0
.
0

5
0
.
0

1
0
0
.
0

1
5
0
.
0

2
0
0
.
0

2
5
0
.
0

3
0
0
.
0

平
成
1
7
年

平
成
2
2
年

平
成
2
7
年

令
和
2
年

令
和
7
年

令
和
1
2
年

令
和
1
7
年

世
帯

数
・

世
帯

規
模

の
推

移
【

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

】

世
帯
数
(
千
世
帯
）

世
帯
規
模
(
人
/
世
帯
)

世 帯 数 （ 千 世 帯 ）

世 帯 規 模 （ 人 ／ 世 帯 ）

（
実
績
）

（
推
計
）

18
9,

10
8 

19
7,

76
1 

20
2,

77
7 

20
8,

59
5 

21
2,

62
7 

21
5,

75
7 

21
8,

18
5 

2.
79

 
2.

66
 

2.
55

 
2.

40
 

2.
28

 
2.

16
 

2.
05

 

0.
00

0.
50

1.
00

1.
50

2.
00

2.
50

3.
00

3.
50

4.
00

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

平
成

12
年
平
成

17
年
平
成

22
年
平
成

27
年
平
成

32
年
平
成

37
年
平
成

42
年

世 帯 当 た り の 人 員 （ 人 ）

世 帯 数

世
帯
数

世
帯
規
模
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0
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出
典
：
国
勢
調
査

２
）
産

業
の
見

通
し

本
区
域
を
構
成
す
る
５
市
３
町
の
行
政
区
域
全
体
に
お
け
る
産
業
の
見
通
し
と
し
て
は
、
工
業
出
荷
額
は
増
加

産
業
の
見
通
し
と
し
て
は
、
工
業
出
荷
額
は
微
増
傾
向
に
あ
り
、
商
品
販
売
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

傾
向
で
あ
る
が
、
商
品
販
売
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
（
図
3-
3・
図
3-
4
）

注
）
平
成
２
８
年
ま
で
は
工
業
統
計
に
よ
る
デ
フ
レ
ー
タ
補
正
後
の
実
績
値
、
令
和
２
年
以
降
は
推
計
値

出
典
：
工
業
統
計

図
3-

3
工
業
出
荷
額
の
推
移
【
徳
島
東
部
都
市
計
画

区
域
（

5市
3
町
行

政
区
域

全
体

】

注
）
平
成
２
８
年
ま
で
は
商
業
統
計
に
よ
る
デ
フ
レ
ー
タ
補
正
後
の
実
績
値
、
令
和
２
年
以
降
は
推
計
値

出
典
：
商
業
統
計

図
3
-4

商
品
販
売
額
の
推
移
【
徳
島

東
部

都
市

計
画
区

域
】

1,
85

7,
90

7 

1,
54

1,
05

0 
1,

48
9,

35
7 

1,
41

7,
88

8 

1,
20

3,
15

6 
1,

33
6,

88
0 

1,
28

4,
97

6 
1,

23
5,

08
7 

1,
18

7,
13

5 

0
20

0,
00

0
40

0,
00

0
60

0,
00

0
80

0,
00

0
1,

00
0,

00
0

1,
20

0,
00

0
1,

40
0,

00
0

1,
60

0,
00

0
1,

80
0,

00
0

2,
00

0,
00

0

平
成

11
年
平
成

14
年
平
成

17
年
平
成

19
年
平
成

22
年
平
成

27
年
平
成

32
年
平
成

37
年
平
成

42
年

（ 百 万 円 ）

商
品
販
売
額

1
3
,
6
5
5
 

1
4
,
0
1
3
 

1
4
,
0
8
9
 

1
3
,
6
7
7
 

1
4
,
3
0
1
 

1
4
,
5
6
3
 

1
5
,
0
5
4
 

1
5
,
5
1
7
 

1
5
,
9
0
1
 

1
6
,
2
1
6
 

0

5,
0
0
0

1
0,

00
0

1
5,

00
0

2
0,

00
0

平
成
1
7
年

平
成
1
9
年

平
成
2
2
年

平
成
2
4
年

平
成
2
6
年

平
成
2
8
年

令
和
2
年

令
和
7
年

令
和
1
2
年

令
和
1
7
年

工
業

出
荷

額
の

推
移

【
徳

島
東

部
都
市

計
画

区
域

（
5
市
3
町

行
政
区

域
全

体
）

】
（

億
円

）

（
推
計
）

（
実
績
）

1
4
,4
9
4 

13
,7

44
 

10
,
38

2 
10

,9
68
 

13
,
40
2
 

1
1
,5
6
7 

10
,9

61
 

1
0
,3
8
6 

9
,
84
1
 

0

5
,0
0
0

1
0,
0
0
0

1
5,
0
0
0

2
0,
0
0
0

平
成
1
6年

平
成

19
年

平
成
2
4年

平
成

26
年

平
成
2
8年

令
和

2年
令

和
7年

令
和
1
2年

令
和

17
年

商
品

販
売

額
の
推

移
【
徳

島
東

部
都
市

計
画

区
域

（
5
市
3
町

行
政
区

域
全

体
）

】
（

億
円
）

（
実

績
）

（
推

計
）
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1
-

３
）
都

市
基
盤

の
整

備
状
況

本
区
域
の
都
市
基
盤
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
の
改
良
率
が
約
５
６
％
、
都
市
計
画
公
園
の

一
方
、
都
市
基
盤
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
改
良
率
が
約
５
５
％
、
公
園
の
供
用
率
が
約
５
４
％
、

供
用
率
が
約
５
５
％
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
が
約
６
７
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
遅
れ
て
い
る
。
（
図
3-
5
）

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
が
約
６
０
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
遅
れ
て
い
る
。

※
都
市
計
画
道
路
整
備
率
、
都
市
計
画
公
園
整
備
率
は
、
令
和
元
年
度
末
現
在

※
道
路
整
備
率
、
公
園
整
備
率
、

※
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、
令
和
２
年
度
末
現
在

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、

図
3-

5
都
市
基
盤
の
整
備
状
況
【
徳
島
東

部
都

市
計

画
区
域

】
平
成
２
７
年
度
末
現
在

４
）
区

域
区
分

の
有

無
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

①
本
区
域
の
既
成
市
街
地
で
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
空
き
家
や
低
未
利
用
地
が
増
加

・
本
区
域
で
は
、
人
口
が
減
少
に
転
じ
、
工
業
・
商
業
に
よ
る
新
た
な
土
地
需
要
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
街

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
世
帯
分
離
に
よ
る
単
独
世
帯
の
増
加
等
に
伴
い
、
郊
外
へ
の
宅
地
の
拡
散
が
見
ら

化
圧
力
は
低
下
し
て
お
り
市
街
地
拡
大
の
可
能
性
も
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徳
島
市
及
び
そ
の
周
辺
の

れ
る
。
ま
た
、
商
品
販
売
額
は
減
少
傾
向
で
あ
る
が
、
徳
島
市
及
び
そ
の
周
辺
の
一
般
国
道
１
１
号
や
５
５
号

一
般
国
道
１
１
号
や
５
５
号
の
幹
線
道
路
沿
線
で
は
今
な
お
開
発
圧
力
が
残
っ
て
お
り
、
郊
外
へ
の
低
密
度

を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
沿
道
で
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
う
郊
外
型
商
業
施
設
な
ど
の
開

な
市
街
地
の
拡
大
と
周
辺
の
優
良
な
集
団
農
地
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
る
。

発
に
よ
り
、
郊
外
へ
の
低
密
度
な
市
街
地
の
拡
大
と
周
辺
の
優
良
な
集
団
農
地
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
工
業
出
荷
額
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
や
徳
島
環
状
道
路
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
社
会
、

経
済
活
動
に
大
き
く
貢
献
す
る
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
潜
在
的
な
土
地
需
要
は
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

③
本
区
域
内
の
道
路
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
は
遅
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
今
後
、
既
存
施
設
の

・
本
区
域
内
の
道
路
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

改
築
・
更
新
や
維
持
管
理
に
要
す
る
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
人
口
減
少
、

あ
り
、
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
で
区
域
を
絞
っ
て
効
率
的
に
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

供
用

54
%

未
供
用

46
%

公
園
整
備
率

供
用

未
供
用

改
良
済

55
%

概
成
済

14
%

未
改
良

31
%

道
路
整
備
率

改
良
済

概
成
済

未
改
良

下
水
道

22
%

農
業
集
落
排

水
施
設
等

1%

合
併
処
理
浄

化
槽

36
%

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ト

1%

未
普
及

40
%

汚
水
処
理
人
口
普
及
率

下
水
道

農
業
集
落
排
水
施
設
等

合
併
処
理
浄
化
槽

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・プ
ラ
ン
ト

未
普
及

供
用

5
5
%

未
供
用

4
5
%

都
市

計
画

公
園

整
備

率

改
良
済

5
6%

概
成
済

1
7%

未
改
良

2
7
%

都
市

計
画

道
路

整
備

率

下
水
道

2
2%

農
業
集
落

排
水
施
設
等

1
%

合
併
処
理
浄
化

槽

4
2
%

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト

1
%

未
普
及

3
3%

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（
5
市
3町

行
政
区
域
全
体
）
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高
齢
化
が
進
行
し
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
一
定
の
人
口
密
度
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
既
存
ス
ト

ッ
ク
を
有
効
活
用
し
、
区
域
を
絞
っ
て
効
率
的
に
都
市
基
盤
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

④
区
域
区
分
を
廃
止
し
た
場
合
、
従
前
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
利
便
性
の
高
い
幹
線
道
路
沿
道
や
従
前

・
区
域
区
分
を
廃
止
し
た
場
合
、
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
利
便
性
の
高
い
幹
線
道
路
沿
線
や
市

の
市
街
化
区
域
の
縁
辺
部
で
開
発
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
空
洞
化
の
進
行
や
、

街
化
区
域
の
周
辺
で
開
発
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
空
洞
化
の
進
行
や
新
た
な

新
た
な
開
発
に
伴
う
基
盤
整
備
の
負
担
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
基
盤
整
備
の
さ
ら
な
る
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

開
発
に
伴
う
基
盤
整
備
の
負
担
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
基
盤
整
備
の
さ
ら
な
る
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
開
発
が
規
制
さ
れ
て
い
た
従
前
の
市
街
化
調
整
区
域
で
利
便
性
の
高
い
地
域
は
地
価
が
上

こ
れ
ま
で
開
発
が
規
制
さ
れ
て
い
た
市
街
化
調
整
区
域
で
利
便
性
の
高
い
地
域
は
地
価
が
上
昇
し
、
こ
れ
に

昇
し
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
従
前
の
市
街
化
区
域
で
は
均
衡
化
に
よ
り
地
価
が
下
降
す
る
な
ど
、
地
価
に
変
動
を

隣
接
す
る
市
街
化
区
域
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
地
価
の
均
衡
化
に
よ
り
下
降
す
る
な
ど
地
価
に
変
動
を
与
え
る

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
経
済
へ
の
影
響
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

恐
れ
が
あ
り
、
経
済
へ
の
影
響
も
大
き
い
。

と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
区
域
に
お
い
て
は
、
都
市
機
能
や
居
住
機
能
を
都
市
の
中
心
部
等
に
集
約
化
・

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
区
域
に
お
い
て
は
、
今
後
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
地
域
の
活
力
を
維

誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
連
携
を
強
化
す
る
、
地
方
創

持
し
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
適
切
に
土
地
利
用
の
規
制
・
誘
導
を
行
い
、
低
密
度
な
市
街

生
拠
点
連
携
型
の
都
市
構
造
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
低
密
度
な
市
街
地
の
拡
大
を
抑
え
、
効
率
的
な
基
盤

地
の
拡
大
を
抑
え
つ
つ
、
効
率
的
な
都
市
基
盤
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
区
域
区
分
を
廃
止
し
た
場
合

整
備
を
行
い
、
既
成
市
街
地
の
活
力
と
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
区
域
区
分
を
廃
止
し
た
場
合
の
負

の
負
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
区
域
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
区
域
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
構
造
の
形
成

た
だ
し
、
各
地
域
の
多
様
性
や
独
自
性
を
尊
重
し
、
地
域
の
個
性
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
、

や
、
各
地
域
の
多
様
性
や
独
自
性
を
尊
重
し
、
地
域
の
個
性
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
を
踏
ま
え
、
広
域

広
域
的
に
配
置
さ
れ
た
拠
点
間
の
交
流
や
連
携
の
強
化
も
必
要
で
あ
り
、
広
域
都
市
計
画
区
域
や
区
域
区
分
の

都
市
計
画
区
域
や
区
域
区
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
－

２
区

域
区

分
の

方
針

３
－
２

区
域
区

分
の

方
針

１
）

配
置

さ
れ

る
お

お
む
ね
の
人
口
規
模

１
）

配
置

さ
れ

る
お

お
む
ね
の
人
口
規
模

本
区
域
内
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

本
区
域
内
に
お
け
る
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

年
次

Ｈ
２
７
年
【
基
準
年
】

Ｒ
１

２
年
【

目
標

年
】

Ｈ
２
２
（
基
準
年
）

Ｈ
３
７

Ｈ
４
２

人
口

（
２
０
１
５
年
）

（
２
０

３
０
年

）
人
口

都
市
計
画
区
域
内
人
口

50
1
.2
千
人

46
2
.8
千
人

都
市
計
画
区
域
内
人
口

5
13
,
34
9
人

47
9
,0
7
5人

47
5,
19
1
人

市
街
化
区
域
人
口

33
7
.6
千
人

31
0
.8
千
人

市
街
化
区
域
人
口

3
43
,
85
3
人

32
0
,1
8
5人

31
7,
44
7
人

市
街
化
調
整
区
域
内
人
口

16
3
.6
千
人

15
2
.1
千
人

市
街
化
調
整
区
域
内
人
口

1
69
,
49
6
人

15
8
,8
9
0人

15
7,
74
4
人

注
）
Ｈ
２
７
年
の
人
口
は
、
国
勢
調
査
に
よ
る

注
）
Ｈ
２
２
人
口
は
、
国
勢
調
査
に
よ
る
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２
）

配
置

さ
れ

る
お

お
む
ね
の
産
業
規
模

２
）

配
置

さ
れ

る
お

お
む
ね
の
産
業
規
模

本
区
域
を
構
成
す
る
５
市
３
町
の
行
政
区
域
全
体
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
産
業
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す

本
区
域
内
に
配
置
さ
れ
る
お
お
む
ね
の
産
業
規
模
を
次
の
と
お
り
設
定
す
る
。

る
。

区
分

Ｈ
２
７
年
【
基
準

年
】

Ｒ
１

２
年
【

目
標

年
】

区
分

単
位

Ｈ
２
２
（
基
準
年
）

Ｈ
３
７

（
２
０
１
５

年
）

（
２

０
３
０

年
）

生
産
規
模

工
業
出
荷
額

14
,
30
1
億
円

15
,
90
1億
円

生
産
規
模

工
業
出
荷
額

億
円

1
3,
6
38

14
,3
1
0

商
品
販
売
額

10
,
96
8
億
円

10
,
38
6億
円

商
品
販
売
額

〃
1
2,
0
32

12
,3
5
1

第
一
次
人
口

1
4.
8
千
人

1
3.
4千
人

第
一
次
人
口

人
1
5,
3
01

14
,2
1
0

産
業
人
口

第
二
次
人
口

5
4.
3
千
人

4
9.
1千
人

第
二
次
人
口

〃
5
4,
1
53

50
,2
9
1

第
三
次
人
口

16
3.
4
千
人

14
7.
9千
人

産
業
人
口

第
三
次
人
口

〃
16
2,
7
21

1
51
,1
1
5

計
23
2.
4
千
人

21
0.
5千
人

計
〃

23
2,
1
75

2
15
,6
1
6

注
）
工
業
出
荷
額
及
び
商
品
販
売
額
の
Ｈ
２
７
年
の
数
字
は
Ｈ
２
６
年
の
実
績
値

注
１
）
い
ず
れ
も
行
政
区
域
全
体
の
数
字
で
あ
る
。

注
２
）
Ｈ
３
７
の
各
数
値
は
Ｈ
２
２
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
推
計
値
で
あ
る
。

３
）

市
街

化
区

域
の

規
模
と
現
在
の
市
街
地
と
の
関
係

３
）

市
街

化
区

域
の

規
模
と
現
在
の
市
街
地
と
の
関
係

本
区
域
に
お
け
る
人
口
及
び
産
業
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案
し
、
令
和

本
区
域
に
お
け
る
人
口
及
び
産
業
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案
し
、
平
成

１
２
年
（
２
０
３
０
年
）
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に

３
７
年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画

優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
を
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
と
し
、
市
街
化
区
域
の
お
お
む

的
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
を
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
と
し
、
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
を
次
の
と

ね
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

お
り
想
定
す
る
。

年
次

Ｈ
２
７
年
【
基
準
年
】

Ｒ
１
２
年

【
目

標
年

】
年
次

Ｈ
２
２
（
基
準
年
）

Ｈ
３
７

（
２
０
１
５
年
）

（
２
０

３
０

年
）

市
街
化
区
域
の
規
模

約
８
，
８
０
３
ha

約
８
，
８
４
３
ha

市
街
化
区
域
の
規
模

約
８
，
７
９
７
ha

約
８
，
８
０
３
ha

注
）
Ｒ
１
２
年
の
市
街
化
区
域
の
規
模
に
は
、
保
留
フ
レ
ー
ム
に
対
応
す
る
市
街
化
区
域
面
積
を
含
む
も
の
と
す
る
。
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４
．

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定
の
方
針

４
．

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定
の
方
針

４
－

１
土

地
利

用
に

関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

４
－
１

土
地
利

用
に

関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）

土
地

利
用

の
基

本
方
針

１
）

土
地

利
用

の
基

本
方
針

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
構
造
の
形
成
に
向
け
、

地
方
創
生
拠
点
連
携
型
の
都
市
構
造
の
形
成
に
努
め
る
た
め
、
都
市
的
土
地
利
用
と
自
然
的
土
地
利
用
を
明

市
町
に
よ
る
立
地
適
正
化
計
画
の
作
成
を
促
進
し
、
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
居
住
や
都
市
機
能
を
適
切
に
誘

確
に
し
、
効
率
的
な
都
市
活
動
や
安
全
性
・
利
便
性
の
高
い
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
プ
ロ
ー

導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
都
市
活
動
や
安
全
性
・
利
便
性
の
高
い
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

ル
の
抑
制
や
自
然
環
境
の
保
全
・
調
和
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ス
プ
ロ
ー
ル
の
抑
制
や
自
然
環
境
の
保
全
・
調
和
を
図
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
に
加
え
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
な
ど
、
あ
ら

り
頻
発
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
大
規
模
自
然
災
害
に
対
し
、
「
す
べ
て
の
人
命
を
守
る
」
と

ゆ
る
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
「
す
べ
て
の
人
命
を
守
る
」
と
い
う
視
点
や
、
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市

い
う
視
点
や
、
発
災
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
を
実
現
す
る
た
め
の
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
」
の

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
地
域
の
地
形
・
地
質
な
ど
の
自
然
条
件
、
人
口
分
布
や
土
地
利
用
の
現
状
、
さ
ら

視
点
か
ら
、
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
抑
制
や
移
転
を
促
進
す
る
な
ど
、
都
市
の
防
災
性
向
上
を

に
は
地
域
住
民
の
意
向
も
十
分
に
踏
ま
え
た
、
用
途
配
置
の
見
直
し
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た

図
る
も
の
と
す
る
。

土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
は
、
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
新
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
価
値
観
や
働
き
方

に
対
応
す
る
た
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
基
盤
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
推
進
や
、
全
国
屈
指
の
光
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
基
盤
と
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
の
推
進
に
よ
る
地
方
創
生
の
観
点
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
）

主
要

用
途

の
配

置
の
方
針

２
）

主
要

用
途

の
配

置
の
方
針

①
業

務
地

業
務
地
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
に
お
い
て
は
県
庁
及
び
市
役
所
を
中
心
と
し
た
一
般
国
道
１
１
号
、
５
５
号

徳
島
市
に
お
い
て
は
、
県
庁
及
び
市
役
所
を
中
心
と
し
た
一
般
国
道
１
１
号
、
５
５
号
及
び
１
９
２
号
周

及
び
１
９
２
号
周
辺
地
区
に
本
区
域
の
業
務
機
能
の
中
枢
核
と
し
て
の
業
務
地
を
配
置
し
、
そ
の
他
の
都
市
に

辺
地
区
に
本
区
域
の
業
務
機
能
の
中
枢
核
と
し
て
の
業
務
地
を
配
置
し
、
そ
の
他
の
都
市
に
お
い
て
は
、
市

お
い
て
は
、
市
役
所
や
町
役
場
を
中
心
と
す
る
地
区
に
業
務
地
を
配
置
し
、
各
地
域
の
中
心
核
と
し
て
都
市
機

役
所
や
町
役
場
を
中
心
と
す
る
地
区
に
業
務
地
を
配
置
し
、
各
地
域
の
中
心
核
と
し
て
都
市
機
能
の
充
実
を

能
の
充
実
を
図
る
。

図
る
。

②
商

業
地

商
業
地
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
に
お
い
て
は
、
徳
島
駅
前
地
区
か
ら
新
町
・
紺
屋
町
地
区
の
商
業
集
積
地
に

徳
島
市
に
お
い
て
は
、
徳
島
駅
前
地
区
か
ら
新
町
・
紺
屋
町
地
区
の
商
業
集
積
地
に
本
区
域
の
中
心
商
業

本
区
域
の
中
心
商
業
核
と
し
て
の
商
業
地
を
配
置
す
る
ほ
か
、
そ
の
周
辺
部
及
び
主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
、
購

核
と
し
て
の
商
業
地
を
配
置
す
る
ほ
か
、
そ
の
周
辺
部
及
び
主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
、
購
買
需
要
に
対
応
し

買
需
要
に
対
応
し
た
商
業
地
を
配
置
す
る
。
そ
の
他
の
都
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
核
と
し
て
鉄
道
駅
周
辺
や

た
商
業
地
を
配
置
す
る
。
そ
の
他
の
都
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
核
と
し
て
鉄
道
駅
周
辺
や
主
要
幹
線
道
路

主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
、
周
辺
地
域
の
購
買
需
要
に
応
じ
た
商
業
地
を
配
置
す
る
。

沿
い
に
、
周
辺
地
域
の
購
買
需
要
に
応
じ
た
商
業
地
を
配
置
す
る
。

③
工

業
地

工
業
地
に
つ
い
て
は
、
臨
海
部
等
に
計
画
的
に
整
備
、
配
置
さ
れ
て
き
た
工
業
地
の
適
切
な
維
持
を
図
る
も

臨
海
部
等
に
計
画
的
に
整
備
、
配
置
さ
れ
て
き
た
工
業
地
の
適
切
な
維
持
を
図
る
も
の
と
す
る
が
、
今
後
、

の
と
す
る
が
、
今
後
、
産
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
用
途
転
換
が
望
ま
れ
る
工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
地
区
計

産
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
用
途
転
換
が
望
ま
れ
る
工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
地
区
計
画
の
活
用
や
用
途
地

画
の
活
用
や
用
途
地
域
の
見
直
し
に
よ
り
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

域
の
見
直
し
に
よ
り
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
。

④
流

通
業

務
地

流
通
業
務
地
に
つ
い
て
は
、
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
、
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）

重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
並
び
に
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）
の
他
、
イ
ン
タ
ー

の
他
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
流
通
拠
点
を
中
心
と
し
て
集
約
を
図
る
と
と
も
に
、
各
拠
点
へ
の
ア
ク
セ

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
流
通
拠
点
を
中
心
と
し
て
集
約
を
図
る
と
と
も
に
、
各
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
整
備
や
広

ス
の
整
備
や
広
域
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
そ
の
要
所
と
な
る
箇
所
に
流
通
施
設
を
配
置
す
る
。

域
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
そ
の
要
所
と
な
る
箇
所
に
流
通
施
設
を
配
置
す
る
。
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⑤
住

宅
地

住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
商
業
や
業
務
と
の
用
途
の
複
合
化
を
す
す
め
る
と
と
も

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
商
業
や
業
務
と
の
用
途
の
複
合
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
既
成
市
街
地
に

に
、
既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
、
比
較
的
高
密
度
な
住
宅
地
を
配
置
し
、
周
辺
部
に
は
比
較
的
低
密
度
な
住
宅

お
い
て
は
、
比
較
的
高
密
度
な
住
宅
地
を
配
置
し
、
周
辺
部
に
は
比
較
的
低
密
度
な
住
宅
地
を
配
置
す
る
。

地
を
配
置
す
る
。

３
）

市
街

地
に

お
け

る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

３
）

市
街

地
に

お
け

る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

ａ
）
住

宅
地

ａ
）

住
宅
地

都
市
周
辺
部
の
市
街
地
は
居
住
環
境
及
び
防
災
面
か
ら
ゆ
と
り
あ
る
低
層
低
密
度
な
住
宅
地
を
基
本
と
す

都
市
周
辺
部
の
市
街
地
は
居
住
環
境
及
び
防
災
面
か
ら
低
層
低
密
度
な
住
宅
地
を
基
本
と
す
る
が
、
中
心

る
が
、
中
心
市
街
地
及
び
そ
の
近
隣
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
土
地
利
用
の
高
度
化
、
複

市
街
地
及
び
そ
の
近
隣
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
土
地
利
用
の
高
度
化
、
複
合
化
を
図
る

合
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
住
宅
も
中
高
層
化
し
比
較
的
高
密
度
な
構
成
と
す
る
。

こ
と
と
し
、
住
宅
も
中
高
層
化
し
比
較
的
高
密
度
な
構
成
と
す
る
。

ｂ
）
商

業
地

ｂ
）

商
業
地

Ｊ
Ｒ
の
主
要
駅
周
辺
や
幹
線
道
路
沿
線
等
従
前
か
ら
の
中
心
市
街
地
は
、
商
業
の
み
な
ら
ず
業
務
、
文
化
、

Ｊ
Ｒ
の
主
要
駅
周
辺
や
幹
線
道
路
沿
線
等
従
前
か
ら
の
中
心
市
街
地
は
、
商
業
の
み
な
ら
ず
業
務
、
文
化
、

娯
楽
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
。

娯
楽
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
。

ｃ
）
工

業
地

ｃ
）

工
業
地

工
業
地
は
比
較
的
低
密
度
な
利
用
を
図
り
敷
地
内
緑
化
や
景
観
な
ど
地
区
内
外
へ
の
環
境
に
配
慮
し
た
密

工
業
地
は
比
較
的
低
密
度
な
利
用
を
図
り
敷
地
内
緑
化
や
景
観
な
ど
地
区
内
外
へ
の
環
境
に
配
慮
し
た
密

度
構
成
と
す
る
。

度
構
成
と
す
る
。

４
）

市
街

地
に

お
け

る
住
宅
建
設
の
方
針

４
）

市
街

地
に

お
け

る
住
宅
建
設
の
方
針

ａ
）
既

成
市

街
地

の
定
住
人
口
確
保

ａ
）

既
成
市

街
地

の
定
住
人
口
確
保

徳
島
市
な
ど
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
商
業
機
能
の
郊
外
へ
の
展
開
に
よ
り
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

徳
島
市
な
ど
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
商
業
機
能
の
郊
外
へ
の
展
開
に
よ
り
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
職
・
遊
・
住
近
接
に
対
応
し
た
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
促
進
し
定
住
人
口
の
確

り
、
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
職
・
遊
・
住
近
接
に
対
応
し
た
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
促
進
し
定
住
人
口
の
確

保
を
図
る
。

保
を
図
る
。

ま
た
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
、
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
遊
休
施
設
な
ど
既
存
ス
ト

ま
た
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
、
空
き
家
の
利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
遊
休
施
設
の
活
用
に
よ
る

ッ
ク
の
活
用
に
よ
る
移
住
交
流
施
設
や
定
住
促
進
住
宅
等
の
整
備
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
、
サ

移
住
交
流
施
設
や
定
住
促
進
住
宅
等
の
整
備
を
行
う
。

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。

５
）

市
街

地
の

土
地

利
用
の
方
針

５
）

市
街

地
の

土
地

利
用
の
方
針

ａ
）
都

市
防

災
に

関
す
る
方
針

ａ
）

都
市
防

災
に

関
す
る
方
針

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
よ
る
津
波
被
害
や
、
洪
水
、
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
、
土
砂
災
害
等
が

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
等
に
よ
り
、
津
波
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
避
難
路
や
津

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
災
害
リ
ス
ク
の
分
析
・
評
価
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災
対
策
の

波
避
難
ビ
ル
な
ど
避
難
施
設
を
確
保
し
、
特
定
避
難
困
難
地
域
の
解
消
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
都
市

実
施
や
避
難
路
・
避
難
場
所
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
、
災
害
リ
ス
ク
の
回
避
・
低
減
を
図
る
。
特
に
津
波
被

的
土
地
利
用
の
多
い
地
域
で
は
、
都
市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
建
物
の
耐
震
化
、
耐
浪
化
及
び
高
層
化
に

害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
特
定
避
難
困
難
地
域
の
解
消
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
都

つ
い
て
検
討
す
る
。

市
的
土
地
利
用
の
多
い
地
域
で
は
、
都
市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
建
物
の
耐
震
化
、
耐
浪
化
及
び
高
層
化

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
や
支
援
物
資
が
集
積
で
き
る
防
災

ま
た
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
や
支
援
物
資
が
集
積
で
き
る
防
災

施
設
等
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施
設
の

施
設
等
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施
設
の
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災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
の
立
地
誘
導
な
ど
、
都
市
施
設
の
配
置
や
用
途
地
域
の
見
直
し
に
努
め
る
。

災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
の
立
地
誘
導
な
ど
、
都
市
施
設
の
配
置
や
用
途
地
域
の
見
直
し
に
努
め
る
。

さ
ら
に
は
、
大
規
模
自
然
災
害
の
発
災
後
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
の
実
現
に
向
け
た
「
事
前
復

さ
ら
に
は
、
大
規
模
自
然
災
害
の
発
災
後
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
都
市
の
再
生
を
実
現
す
る
た
め
、
復
興
ま

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
策
定
や
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
候
補
地
の
検
討
を
進
め
る
な
ど
、
平
時
か
ら
事
前

ち
づ
く
り
計
画
を
見
据
え
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
候
補
地
の
検
討
を
進
め
る
な
ど
平
時
か
ら
事
前
準
備
や

準
備
や
住
民
と
の
合
意
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
整
備
手
法
や
防
災
・
減
災
対
策
の
優
先

合
意
形
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
整
備
手
法
や
防
災
・
減
災
対
策
の
優
先
度
に
つ
い
て
、
事

度
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
。

前
に
検
討
し
て
お
く
。

ｂ
）
土

地
の

高
度

利
用
に
関
す
る
方
針

ｂ
）

土
地
の

高
度

利
用
に
関
す
る
方
針

徳
島
駅
前
周
辺
等
各
市
町
の
「
顔
」
と
な
る
既
成
市
街
地
に
つ
い
て
、
再
開
発
事
業
等
を
通
じ
て
土
地
の

徳
島
駅
前
周
辺
等
各
市
町
の
「
顔
」
と
な
る
既
成
市
街
地
に
つ
い
て
、
再
開
発
事
業
等
を
通
じ
て
土
地
の

高
度
利
用
を
促
進
し
、
商
業
・
業
務
の
み
な
ら
ず
、
住
居
、
文
化
、
娯
楽
等
高
次
な
都
市
機
能
を
有
し
た
市

高
度
利
用
を
促
進
し
、
商
業
・
業
務
の
み
な
ら
ず
、
住
居
、
文
化
、
娯
楽
等
高
次
な
都
市
機
能
を
有
し
た
市

街
地
と
し
て
再
生
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

街
地
と
し
て
再
生
す
る
。

ｃ
）
用

途
転

換
、

用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化
に
関
す
る
方

針
ｃ

）
用

途
転

換
、

用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化
に
関
す
る
方
針

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
住
宅
・
商
業
・
工
業
の
混
在
を
抑
制
し
、
適
切
な
都
市
環
境
の
実
現
を
図
る
た

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
住
宅
・
商
業
・
工
業
の
混
在
を
抑
制
し
、
適
切
な
都
市
環
境
の
実
現
を
図
る
た

め
、
用
途
の
純
化
も
視
野
に
入
れ
、
居
住
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。

め
、
用
途
の
純
化
も
視
野
に
入
れ
、
居
住
環
境
の
改
善
に
努
め
る
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
利
便
施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
等
に
つ
い

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
や
医
療
・
福
祉
施
設
、
利
便
施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
等
に
つ
い

て
は
、
用
途
の
複
合
化
に
よ
り
、
居
住
の
促
進
を
図
り
、
効
率
的
な
都
市
の
形
成
を
図
る
。
今
後
、
産
業
構

て
は
、
用
途
の
複
合
化
に
よ
り
、
居
住
の
促
進
を
図
り
、
効
率
的
な
都
市
の
形
成
を
図
る
。
今
後
、
産
業
構

造
の
変
化
等
に
よ
り
用
途
転
換
が
望
ま
れ
る
工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
の
活
用
や
用
途
地
域
の

造
の
変
化
等
に
よ
り
用
途
転
換
が
望
ま
れ
る
工
業
用
地
等
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
の
活
用
や
用
途
地
域
の

見
直
し
に
よ
り
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
。

見
直
し
に
よ
り
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
。

ｄ
）
居

住
環

境
の

改
善
又
は
維
持
に
関
す
る
方
針

ｄ
）

居
住
環

境
の

改
善
又
は
維
持
に
関
す
る
方
針

道
路
幅
員
が
狭
く
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
等
に
お
い
て
は
、
地
震
時
の
建
物
倒
壊
に

道
路
幅
員
が
狭
く
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
等
に
お
い
て
は
、
地
震
時
の
建
物
倒
壊
に

よ
る
道
路
閉
塞
や
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
地
域
の
指
定
や
建
築
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
と

よ
る
道
路
閉
塞
や
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
、
防
火
地
域
の
指
定
や
建
築
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

ま
た
、
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
実
情
を
踏
ま
え
、
不
良
な
空
き
家
を
除
却
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
空
き

ま
た
、
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
実
情
を
踏
ま
え
、
不
良
な
空
き
家
を
除
却
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
空
き

家
に
つ
い
て
は
移
住
・
定
住
に
向
け
た
利
活
用
を
進
め
る
。

家
に
つ
い
て
は
移
住
・
定
住
に
向
け
た
利
活
用
を
進
め
る
。

ｅ
）
市

街
化

区
域

内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持
に
関
す

る
方

針
ｅ

）
市

街
化

区
域

内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持
に
関
す
る
方
針

徳
島
市
の
城
山
等
、
市
街
地
に
お
け
る
貴
重
な
緑
は
積
極
的
に
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
賑
わ
い
の
あ
る

徳
島
市
の
城
山
等
、
市
街
地
に
お
け
る
貴
重
な
緑
は
積
極
的
に
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
賑
わ
い
の
あ
る

都
心
の
景
観
や
ま
ち
な
か
の
自
然
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に
努
め
る
。

都
心
の
景
観
や
ま
ち
な
か
の
自
然
と
調
和
し
た
景
観
づ
く
り
に
努
め
る
。

ま
た
、
市
街
地
内
の
道
路
や
公
園
等
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
民
有
敷
地
内
に
お
け

ま
た
、
市
街
地
内
の
道
路
や
公
園
等
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
民
有
敷
地
内
に
お
け

る
建
築
物
の
屋
上
等
の
緑
化
を
促
進
し
、
新
た
な
緑
の
創
出
に
努
め
、
緑
豊
か
で
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

る
建
築
物
の
屋
上
等
の
緑
化
を
促
進
し
、
新
た
な
緑
の
創
出
に
努
め
、
緑
の
多
い
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

を
図
る
。

を
図
る
。

な
お
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
や
防
災
の
観
点
か
ら
、
維
持
の
必

な
お
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
や
防
災
の
観
点
か
ら
、
維
持
の
必

要
の
あ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
生
産
緑
地
制
度
の
活
用
や
田
園
住
居
地
域
の
指
定
等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

要
の
あ
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
生
産
緑
地
制
度
の
活
用
な
ど
、
保
全
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
計
画
的
な
利

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
計
画
的
な
活
用
・
保
全
に
努
め
る
。

用
を
図
る
。

６
）

市
街

化
調

整
区

域
の
土
地
利
用
の
方
針

６
）

市
街

化
調

整
区

域
の
土
地
利
用
の
方
針

ａ
）
都

市
防

災
に

関
す
る
方
針

ａ
）

都
市
防

災
に

関
す
る
方
針

洪
水
、
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
域
に

洪
水
、
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
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つ
い
て
は
、
安
全
な
地
域
へ
の
居
住
誘
導
や
開
発
許
可
制
度
の
厳
格
化
に
よ
る
新
た
な
建
物
の
立
地
制
限
な

地
域
へ
の
居
住
誘
導
や
新
た
な
建
物
の
立
地
制
限
な
ど
、
市
街
化
を
抑
制
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

ど
、
市
街
化
を
抑
制
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
土
地
利
用
規
制
を
行
う
。

た
土
地
利
用
規
制
の
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
地
域
へ
の
居
住
誘

ま
た
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
地
域
へ
の
居
住
誘

導
や
新
た
な
建
物
の
立
地
制
限
な
ど
、
市
街
化
を
抑
制
し
つ
つ
、
大
規
模
既
存
集
落
が
形
成
さ
れ
た
地
域
で

導
や
新
た
な
建
物
の
立
地
制
限
な
ど
、
市
街
化
を
抑
制
し
つ
つ
、
大
規
模
既
存
集
落
が
形
成
さ
れ
た
地
域
で

は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
避
難
施
設
の
確
保
や
建
物
の
耐
浪
化
等
に
よ
り
、
特
定
避
難
困
難
地
域
の
解
消

は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
避
難
施
設
の
確
保
や
建
物
の
耐
浪
化
等
に
よ
り
、
特
定
避
難
困
難
地
域
の
解
消

や
、
集
落
維
持
が
継
続
で
き
る
地
域
の
形
成
に
努
め
る
。

や
、
集
落
維
持
が
継
続
で
き
る
地
域
の
形
成
に
努
め
る
。

な
お
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
は
、
各
市
町
の
土
地
利
用
構
想
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
必
要
に
応
じ

な
お
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
は
、
必
要
に
応
じ
て
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
か
ら
の
移
転
の
候

て
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
か
ら
の
移
転
の
候
補
地
と
し
て
検
討
を
行
う
。

補
地
と
す
る
な
ど
検
討
を
行
う
。

さ
ら
に
は
、
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
な
ど
直
下
型
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
特
定

さ
ら
に
は
、
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
な
ど
直
下
型
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
特
定

活
断
層
の
直
上
で
は
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
及
び
危
険
物
貯
蔵
施
設
等
の
特
定
施
設
の
新
築
等
を
回

活
断
層
の
直
上
で
は
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
及
び
危
険
物
貯
蔵
施
設
等
の
特
定
施
設
の
新
築
等
を
回

避
す
る
な
ど
、
土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
活
断
層
調
査
区
域
に
立
地
す
る
建
築
物
を
安

避
す
る
な
ど
、
土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
活
断
層
調
査
区
域
に
立
地
す
る
建
築
物
を
安

全
な
地
域
へ
移
転
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

全
な
地
域
へ
移
転
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。

ｂ
）
優

良
な

農
地

と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

ｂ
）

優
良
な

農
地

と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

本
区
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農

本
区
域
に
お
い
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
等
、
食
料
の
安
定
供
給
に
不
可
欠
な
優
良
農
地
の
保
全
・
有
効
活
用
に
十

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
等
、
食
料
の
安
定
供
給
に
不
可
欠
な
優
良
農
地
の
保
全
・
有
効
活
用
に
十

分
配
慮
す
る
。

分
配
慮
す
る
。

ｃ
）
自

然
環

境
形

成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

ｃ
）

自
然
環

境
形

成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

本
区
域
の
海
岸
線
に
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
や
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
が
存
在
し
、
自
然
海
岸
の
景

本
区
域
の
海
岸
線
に
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
や
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
が
存
在
し
、
自
然
海
岸
の
景

勝
地
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
ま
た
、
徳
島
市
の
眉
山
、
徳
島
市
と
小
松
島
市
に
わ
た
る
日
峰
山
、
阿
南
の
津

勝
地
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
ま
た
、
徳
島
市
の
眉
山
、
徳
島
市
と
小
松
島
市
に
わ
た
る
日
峰
山
、
阿
南
の
津

乃
峰
山
な
ど
山
地
・
丘
陵
地
の
自
然
景
勝
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
っ
て
、
多
く
の

乃
峰
山
な
ど
山
地
・
丘
陵
地
の
自
然
景
勝
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
の
中
に
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
景
勝
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
景
観
や
環
境
の
維
持
、
保
全
に
努
め
る
。

人
が
集
ま
る
景
勝
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
景
観
や
環
境
の
維
持
、
保
全
に
努
め
る
。

ｄ
）
秩

序
あ

る
都

市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

ｄ
）

秩
序
あ

る
都

市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
構
造
の
形
成
や
自

平
成
３
７
年
に
想
定
さ
れ
る
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
で
は
、
同
年
に
目
標
と
す
る
市
街
化
区
域

然
環
境
や
営
農
環
境
を
保
全
す
る
観
点
か
ら
、
無
秩
序
な
開
発
の
抑
制
に
努
め
る
。
ま
た
、
一
定
の
ま
と
ま

人
口
の
一
部
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
今
後
、
市
街
化
区
域
内
の
未
利
用
地
や
空
き
家
を
最
大
限
活
用
す

り
の
あ
る
既
存
集
落
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
田
園
・
自
然
環
境
が
調
和
し
た
ゆ
と
り
あ
る
良
好
な
居
住
環
境

る
な
ど
、
集
約
型
都
市
構
造
の
形
成
に
努
め
、
次
回
の
見
直
し
ま
で
の
間
は
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化

の
確
保
に
努
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
図
る
。

区
域
へ
の
随
時
編
入
は
行
わ
な
い
。

高
規
格
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
工
業
・
流
通
業
務
機
能
の
集
積
・
維
持
・
強
化
が
図
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
計
画
的
整
備
が
行
わ
れ
る
区
域
や
四
国
横
断

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
幹
線
道
路
の
沿
道
地
区
、
土
地
利
用
の
動
向
等
か
ら
良
好
な
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
住

自
動
車
道
の
整
備
に
伴
い
、
工
業
・
流
通
業
務
機
能
の
集
積
・
維
持
・
強
化
が
図
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

宅
や
居
住
者
の
た
め
の
利
便
施
設
等
の
建
設
が
必
要
と
さ
れ
る
地
区
等
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
土
地
利
用

ジ
周
辺
区
域
、
土
地
利
用
の
動
向
等
か
ら
不
良
な
街
区
の
環
境
が
形
成
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て

構
想
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
災
害
リ
ス
ク
や
周
辺
の
農
業
・
自
然
環
境
の
保
全
の
観
点
を
踏
ま
え
た
う
え

は
、
各
市
町
の
土
地
利
用
構
想
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
周
辺
の
農
業
地
域
、
森
林
地
域
の
保
全
を
考
慮
し

で
、
地
域
住
民
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地
区
計
画
等
の
導
入
を
図
る
も
の
と

な
が
ら
、
整
備
の
必
要
性
に
応
じ
て
地
区
計
画
等
の
導
入
を
図
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
制
度
に
つ
い
て
は
、
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
適
切
に
運
用

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
形
態
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ

す
る
と
と
も
に
、
建
築
形
態
等
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

り
今
後
と
も
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
。

と
も
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
。
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４
－

２
都

市
施

設
の

整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の

方
針

４
－
２

都
市
施

設
の

整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）

交
通

施
設

の
都

市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）

交
通

施
設

の
都

市
計
画
の
決
定
の
方
針

ａ
）
基

本
方

針
ａ

）
基

本
方

針

本
区
域
は
、
本
県
の
経
済
・
文
化
・
行
政
の
集
積
地
で
あ
り
、
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
並
び

本
区
域
は
、
本
県
の
経
済
・
文
化
・
行
政
の
集
積
地
で
あ
り
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
、
四
国
横
断
自
動
車

に
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）
な
ど
の
交
通
・
物
流
拠
点
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
高
規
格
道
路

道
及
び
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
四
国
の
玄
関
都
市
と
し
て
重
要
な
交
通
の
結

網
と
一
体
と
な
り
形
成
さ
れ
る
「
陸
・
海
・
空
」
の
広
域
交
通
体
系
の
整
備
に
よ
り
、
四
国
、
近
畿
、
中
国

節
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後
、
高
速
道
路
網
、
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
及
び
橘
港
、
徳

地
方
と
の
人
、
物
、
情
報
の
交
流
の
結
節
点
と
し
て
、
ま
た
、
四
国
地
域
全
体
の
玄
関
と
し
て
の
役
割
を
担

島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）
等
、
陸
・
海
・
空
の
広
域
的
根
幹
的
な
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
交
流

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
や
阿
南
安
芸
自
動
車
道
に
お
い
て
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

が
拡
大
し
、
近
畿
圏
を
は
じ
め
全
国
と
の
結
び
つ
き
が
一
層
深
ま
り
、
本
区
域
の
果
た
す
役
割
が
増
大
す
る

が
存
在
し
て
お
り
、
広
域
的
に
配
置
さ
れ
た
拠
点
間
の
交
流
や
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
高
規
格
道
路
網
の

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

区
域
内
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
道
１
１
号
、
５
５
号
及
び
１
９
２
号
が
徳
島
市
中
心
市
街
地
で
Ｔ

ま
た
、
区
域
内
の
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
災
害
の
際
に
は
緊
急
輸
送
路
や
避
難
路
と
し
て
の
役
割
も
果
た

字
状
に
交
差
し
、
都
市
内
交
通
や
通
過
交
通
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
、
吉
野
川
を
は
じ
め
、
大
き
な
河
川

し
て
い
る
中
、
一
般
国
道
１
１
号
と
１
９
２
号
の
交
差
点
等
、
主
要
道
路
が
徳
島
市
の
市
街
地
を
経
由
す
る

が
多
く
、
橋
梁
部
に
交
通
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
渋
滞
が
依
然
深
刻
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
交

た
め
、
交
通
渋
滞
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

通
分
散
を
図
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
や
避
難
路
と
し
て
の
役
割
を
担
う
道
路
の
整
備
や

橋
梁
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
、
「
公
共
交
通
の
最
適
化
」、
「
利
便
性
の
向
上
」、
「
利
用
促
進
」
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
や
課
題
か
ら
以
下
の
整
備
方
針
等
に
基
づ
き
交
通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
や
課
題
か
ら
以
下
の
整
備
方
針
等
に
基
づ
き
交
通
体
系
の
整
備
を
図
る
。

○
交

通
体
系

の
整
備
の
方
針

○
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

■
広

域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

・
交
流
人
口
の
拡
大
、
経
済
活
動
の
活
性
化
及
び
地
域
の
観
光
力
の
向
上
な
ど
、
地
方
創
生
の
礎
と
な
る

・
交
流
人
口
の
拡
大
、
経
済
活
動
の
活
性
化
及
び
地
域
の
観
光
力
の
向
上
な
ど
、
地
方
創
生
の
礎
と
な
る

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
高
規
格
道
路
網
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
高
速
道
路
網
や
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
を
行
う
。

備
を
行
う
。

・
高
規
格
道
路
網
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
４
車
線
化
等
に
よ
る
安
全
性
、
快
適
性
及
び
防
災
機
能
の

向
上
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

■
都

市
内
交

通
の
円
滑
化

・
中
心
市
街
地
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
都
市
内
交
通
の
分
散
に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
徳

・
中
心
市
街
地
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
都
市
内
交
通
の
円
滑
な
分
散
を
図
る
た
め
、
徳
島
市
を
中
心
と

島
市
を
中
心
と
し
た
放
射
・
環
状
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
徳
島
市
中
心
部
に
お
い
て
鉄
道
の

し
た
放
射
・
環
状
道
路
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
徳
島
市
中
心
部
に
お
い
て
鉄
道
の
高
架
化
を
進

高
架
化
を
進
め
、
踏
切
除
却
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、
高
架
と
合
わ
せ
た
街
路
網
整
備
を
図
る
。

め
、
踏
切
除
却
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、
高
架
と
合
わ
せ
た
街
路
網
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
バ
ス
路
線

■
特

色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
路
整
備

網
の
再
編
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
推
進
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
交
通
体
系
を
確

・
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
道
路
整
備
を
行
う
。

立
す
る
と
と
も
に
、
時
差
出
勤
等
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）
施
策
を
推
進
し
渋
滞
の
解
消

■
信

頼
性
の

高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
資
す
る
地
域
環
境
の
整
備
及
び
改
善
を
推
進
す
る
。

・
災
害
時
に
お
け
る
救
援
や
復
旧
・
復
興
活
動
を
支
え
る
緊
急
輸
送
道
路
等
の
整
備
や
耐
震
化
等
を
推
進
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す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
よ
る
老
朽
化
対
策
を
行
い
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

■
居

心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
空
間
づ
く
り

・
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
内
の
公
共
公
益
施
設
を
結
ぶ
道
路
等
は
、

・
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
内
の
公
共
公
益
施
設
を
結
ぶ
道
路
等
は
、

無
電
柱
化
や
植
樹
帯
の
整
備
を
図
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
自
転
車
通
行
に
配
慮
し
た
広
幅
員
の
歩

無
電
柱
化
や
植
樹
帯
の
整
備
を
図
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
自
転
車
通
行
に
配
慮
し
た
広
幅
員
の
歩

道
整
備
を
行
う
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
さ
ら
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
図
る
と
と
も
に
、

道
整
備
を
行
う
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
さ
ら
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
図
る
。

歩
行
空
間
と
一
体
と
な
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創
出
な
ど
、
居
心
地
が
良
く
歩
き
た

・
地
域
活
性
化
施
策
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
道
路
の
整
備
を
行
う
。

く
な
る
空
間
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

・
高
速
道
路
網
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
４
車
線
化
等
に
よ
る
安
全
性
、
快
適
性
及
び
防
災
機
能
の
向

■
コ

ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
形

成
上
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

・
徳
島
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
（
仮
称
）
や
周
辺
施
設
へ
の
利
便
性
向
上
を
図
る
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
へ
の
新
駅
設
置

を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
交
通
結
節
点
の
整
備
を
推
進
す
る
。

・
バ
ス
路
線
網
の
再
編
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
よ
る
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
や
時
差
出
勤
等
、
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）
の
実

装
等
に
よ
る
シ
ー
ム
レ
ス
化
の
推
進
な
ど
、「
公
共
交
通
の
最
適
化
」、
「
利
便
性
の
向
上
」、
「
利
用
促
進
」

に
取
り
組
み
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
。

■
そ

の
他

・
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
健
康
増
進
、
観
光
振
興
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

自
転
車
の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
自
転
車
通
行
空
間
や
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備
等
に
取
り
組
む
。

・
Ｅ
Ｖ
充
電
施
設
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
整
備
、
水
素
バ
ス
の
導
入
推
進
を
進
め
、
次
世
代
エ
コ
カ

ー
の
普
及
を
促
進
す
る
環
境
の
構
築
を
図
る
。

・
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
都
市
を
取
り

・
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
都
市
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
必
要
性
・
実
現
性
の
観
点
か
ら
、
適
時
適
切
に
見
直
し
を
行
う
。

巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
必
要
性
・
実
現
性
の
観
点
か
ら
、
適
時
適
切
に
見
直
し
を
行
う
。

○
計
画

水
準

○
計
画
水
準

・
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
と
整
合
し
た
道
路
の
整
備
を
計
画
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
都

・
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
と
整
合
し
た
道
路
の
整
備
を
計
画
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
都

市
内
道
路
の
目
標
と
す
べ
き
整
備
水
準
と
し
て
、
主
要
幹
線
道
路
、
幹
線
道
路
及
び
補
助
幹
線
道
路
の

市
内
道
路
の
目
標
と
す
べ
き
整
備
水
準
と
し
て
、
主
要
幹
線
道
路
、
幹
線
道
路
及
び
補
助
幹
線
道
路
の

市
街
地
面
積
１
k
m2
あ
た
り
の
延
長
密
度
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

市
街
地
面
積
１
km
2
あ
た
り
の
延
長
密
度
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

年
次

Ｈ
２
７
年
【
基
準
年
】

Ｒ
１
２
年

【
目

標
年

】
年
次

Ｈ
２
２
（
基
準
年
）

Ｈ
３
７

（
２
０
１
５
年
）

（
２
０

３
０

年
）

目
標
水
準

１
.５
１
km

１
.５
３
km

目
標
水
準

１
.
４
５
k
m

１
.５
３
k
m

ｂ
）
主

要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

ｂ
）

主
要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

○
道

路
○

道
路

・
徳
島
南
部
自
動
車
道
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
及
び
高
規
格
道
路
網
に
接
続
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路

・
四
国
横
断
自
動
車
道
、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
整
備
及
び
広
域
高
速
道
路
網
に
接
続
す
る
元
町
沖
洲
線

の
整
備
を
推
進
す
る
。

等
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

・
徳
島
環
状
道
路
、
内
環
状
道
路
の
２
つ
の
環
状
道
路
と
（
都
）
東
吉
野
町
北
沖
洲
線
（（
県
）
沖
ノ
洲
埠

・
徳
島
外
環
状
道
路
、
内
環
状
道
路
の
２
つ
の
環
状
道
路
と
（
都
）
東
吉
野
町
北
沖
洲
線
（（
県
）
沖
ノ
洲

頭
線
）
等
の
放
射
道
路
を
計
画
的
、
体
系
的
に
整
備
す
る
。

埠
頭
線
）
等
の
放
射
道
路
を
計
画
的
、
体
系
的
に
整
備
す
る
。

・
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
（
都
）
黒
山
中
山
線
（（
主
）
鳴
門
公
園
線
）
等
、

・
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
（
都
）
黒
山
中
山
線
（（
主
）
鳴
門
公
園
線
）
等
、
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観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

地
域
活
性
化
施
策
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
。

・
緊
急
輸
送
道
路
等
の
整
備
や
耐
震
化
の
推
進
な
ど
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
維
持
管
理

・
大
規
模
自
然
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
等
の
整
備
を
進
め
る
と

・
更
新
に
よ
る
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
。

と
も
に
、
耐
震
化
の
推
進
な
ど
機
能
強
化
を
図
る
。

・
中
心
市
街
地
に
お
け
る
道
路
の
歩
道
整
備
や
無
電
柱
化
を
促
進
す
る
。

○
鉄

道
○

鉄
道

・
徳
島
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
（
仮
称
）
や
周
辺
施
設
へ
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
へ
の
新

駅
設
置
を
推
進
す
る
。

・
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
と
通
行
の
安
全
化
、
円
滑
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
市
街
地
整
備
の
面
で

・
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
と
通
行
の
安
全
化
、
円
滑
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
市
街
地
整
備
の
面
で

も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
ま
で
の
鉄
道
の
高
架
化
を
行
う
。
特
に

も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
ま
で
の
鉄
道
の
高
架
化
を
行
う
。
特
に

徳
島
市
中
心
部
で
は
、
鉄
道
の
高
架
化
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
街
路
網
整
備
に
よ
っ
て
市
街
地
の
分
断

徳
島
市
中
心
部
で
は
、
鉄
道
の
高
架
化
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
街
路
網
整
備
に
よ
っ
て
市
街
地
の
分
断

を
解
消
し
、
救
急
活
動
の
迅
速
化
や
避
難
路
の
確
保
、
ま
た
津
波
浸
水
に
対
し
て
は
高
架
駅
が
一
時
避

を
解
消
し
、
救
急
活
動
の
迅
速
化
や
避
難
路
の
確
保
、
ま
た
津
波
浸
水
に
対
し
て
は
高
架
駅
が
一
時
避

難
場
所
に
な
る
な
ど
、
都
市
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。

難
場
所
に
な
る
な
ど
、
都
市
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
。

・
県
外
と
の
広
域
交
通
や
県
内
の
生
活
交
通
の
主
要
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
さ
ら
に
輸
送
機
能
向
上
の

・
県
外
と
の
広
域
交
通
や
県
内
の
生
活
交
通
の
主
要
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
さ
ら
に
輸
送
機
能
向
上
の

た
め
高
速
化
を
図
る
。

た
め
高
速
化
を
図
る
。

○
そ

の
他

○
そ
の
他

・
今
後
の
海
上
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
高
規
格
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
広
域
交
通
体
系
を
強
化
す

・
今
後
の
海
上
輸
送
需
要
へ
の
対
応
や
広
域
高
速
道
路
網
の
整
備
に
伴
い
、
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
本
県

る
た
め
、
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
本
県
の
総
合
的
な
流
通
港
湾
と
し
て
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
の
整

の
総
合
的
な
流
通
港
湾
と
し
て
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
の
整
備
を
行
い
、
ま
た
、
重
要
港
湾
橘
港
を

備
を
行
い
、
ま
た
、
重
要
港
湾
橘
港
を
工
業
開
発
拠
点
港
湾
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

工
業
開
発
拠
点
港
湾
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

・
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
、
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
や
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
等
の
維
持
・
活
用
、
パ
ー

・
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
や
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
等
の
維
持
・
活
用
、
パ

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
充
実
化
や
駐
車
場
、
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備
等
を
促
進
す
る
。

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
や
駐
車
場
、
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備
等
を
促
進
す
る
。

ｃ
）
主

要
な

施
設

の
整
備
目
標

ｃ
）

主
要
な

施
設

の
整
備
目
標

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
施
設
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
施
設
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

○
道

路
○

道
路

■
広

域
交
流

の
た
め
の
道
路
と
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
・
広
域
交
流
の
た
め
の
道
路
と
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

（
都
）
阿
南
鳴
門
線
（
徳
島
南
部
自
動
車
道
（
徳
島
津
田
IC
～
阿
南
IC
）
、

（
都
）
阿
南
鳴
門
線
（
四
国
横
断
自
動
車
道
（
阿
南
IC
～
徳
島
JC
T）
、

阿
南
安
芸
自
動
車
道
(桑
野
道
路
、
福
井
道
路
）
）

阿
南
安
芸
自
動
車
道
(
桑
野
道
路
、
福
井
道
路
）
）

（
都
）
か
ち
ど
き
橋
橘
線
（（
国
）
５
５
号
阿
南
道
路
）

（
都
）
か
ち
ど
き
橋
橘
線
（（
国
）
５
５
号
阿
南
道
路
）

（
主
）
徳
島
空
港
線

（
都
）
江
田
小
松
島
港
線
（（
主
）
小
松
島
港
線
）

（
県
）
徳
島
津
田
イ
ン
タ
ー
線

（
都
）
津
田
新
浜
本
町
線
（（
県
）
津
田
イ
ン
タ
ー
線
）

（
主
）
阿
南
勝
浦
線

（
主
）
阿
南
勝
浦
線

（
主
）
阿
南
小
松
島
線

（
主
）
阿
南
小
松
島
線

（
都
）
元
町
沖
洲
線
（（
県
）
徳
島
東
イ
ン
タ
ー
線
）

■
都

市
部
の

渋
滞
緩
和
の
た
め
の
道
路
の
整
備

・
都
市
部
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
道
路
の
整
備

（
都
）
徳
島
南
環
状
線
（（
国
）
１
９
２
号
徳
島
南
環
状
道
路
）

（
都
）
徳
島
南
環
状
線
（（
国
）
１
９
２
号
徳
島
南
環
状
道
路
）

（
都
）
徳
島
西
環
状
線
（（
主
）
徳
島
環
状
線
）

（
都
）
徳
島
西
環
状
線
（（
主
）
徳
島
環
状
線
）
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（
都
）
徳
島
東
環
状
線
（（
主
）
徳
島
環
状
線
）

（
都
）
徳
島
東
環
状
線
（（
主
）
徳
島
環
状
線
）

（
都
）
住
吉
万
代
園
瀬
橋
線
（（
県
）
宮
倉
徳
島
線
の
一
部
等
）

（
都
）
住
吉
万
代
園
瀬
橋
線
（（
県
）
宮
倉
徳
島
線
の
一
部
等
）

（
都
）
元
町
沖
洲
線
（（
主
）
沖
ノ
洲
徳
島
本
町
線
）

（
都
）
東
吉
野
町
北
沖
洲
線
（（
県
）
沖
ノ
洲
埠
頭
線
）

（
都
）
東
吉
野
町
北
沖
洲
線
（（
県
）
沖
ノ
洲
埠
頭
線
）

■
観

光
振
興

や
地
域
活
性
化
等
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

・
地
域
活
性
化
施
策
等
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

（
都
）
黒
山
中
山
線
（（
主
）
鳴
門
公
園
線
）

（
都
）
黒
山
中
山
線
（（
主
）
鳴
門
公
園
線
）

○
鉄

道
○

鉄
道

・
徳
島
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
（
仮
称
）
に
隣
接
す
る
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
へ
の
新
駅
設
置
の
推
進

・
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
の
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
及
び
牟
岐
線
の
鉄
道
高
架
化
の
推
進

・
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
の
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
及
び
牟
岐
線
の
鉄
道
高
架
化
の
促
進

○
空

港
・
港

湾
○

空
港
・
港
湾

・
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
の
整
備

・
重
要
港
湾
徳
島
小
松
島
港
の
整
備

・
重
要
港
湾
橘
港
の
整
備

・
重
要
港
湾
橘
港
の
整
備
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図
4
-1

整
備
方
針
図
（
交
通
施
設
）
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２
）

下
水

道
及

び
河

川
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

２
）

下
水

道
及

び
河

川
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

ａ
）
基

本
方

針
ａ

）
基

本
方

針

○
基

本
方
針

○
基
本
方
針

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
自
然
環
境
保
全
の
観
点
に
基
づ
き
、
市
街
化
の
動
向
、
人
口
減
少
・
高
齢

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
市
街
化
の
動
向
に
対
応
し
て
、
下
水
道
、

化
等
社
会
構
造
の
変
化
の
見
通
し
、
住
民
の
意
向
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

浄
化
槽
及
び
集
落
排
水
施
設
等
汚
水
処
理
施
設
の
効
果
的
か
つ
総
合
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。

て
、
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
及
び
集
落
排
水
施
設
等
か
ら
最
適
な
整
備
手
法
を
選
択
し
、
汚
水
処
理

施
設
の
効
果
的
か
つ
総
合
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
今
後
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
対
策
や
維
持

管
理
に
要
す
る
費
用
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
努
め
る
。

気
候
変
動
等
に
伴
う
水
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
対
応
し
、
水
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
「
流
域
治
水
」
の
考
え
方
を
盛
り
込
み
な
が
ら
河
川
の
治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
、

気
候
変
動
等
に
伴
う
水
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、
河
川
の
治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る

都
市
浸
水
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
、
地
震
・
津
波
対
策
に
取
り

と
と
も
に
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
に
備
え
た
、
地
震
・
津
波
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
県
土
の
強
靱
化

組
む
こ
と
に
よ
り
県
土
の
強
靱
化
を
図
る
。

を
図
る
。

ま
た
、
防
災
上
支
障
の
な
い
限
り
、
現
況
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
自
然
と
調
和
し
た
良
好
な

ま
た
、
防
災
上
支
障
の
な
い
限
り
、
現
況
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
自
然
と
調
和
し
た
良
好
な

水
辺
空
間
の
整
備
と
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
努
め
る
。

水
辺
空
間
の
整
備
と
保
全
に
努
め
る
。

○
計

画
水
準

○
計
画
水
準

「
と
く
し
ま
生
活
排
水
処
理
構
想
2
0
2
2
」
に
示
す
令
和
１
７
年
度
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
を
目
標
に

「
と
く
し
ま
生
活
排
水
処
理
構
想
2
0
1
7
」
に
示
す
平
成
３
７
年
度
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
を
目
標
に

徳
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
及
び
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
関
連
１
市
２
町
で
引
き
続
き
公
共
下
水
道
の

徳
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
及
び
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
関
連
１
市
２
町
で
引
き
続
き
公
共
下
水
道
の

整
備
を
促
進
す
る
。

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
小
松
島
市
に
お
い
て
も
早
期
供
用
を
目
指
す
。

本
区
域
の
河
川
に
つ
い
て
、
河
川
整
備
計
画
で
定
め
る
目
標
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
河
川

本
区
域
の
河
川
に
つ
い
て
、
計
画
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
河
川
整
備
を
実
施
す
る

整
備
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
避
難
時
間
の
確
保
な
ど
の
地
震
・
津
波
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
。

と
と
も
に
、
避
難
時
間
の
確
保
な
ど
の
地
震
・
津
波
対
策
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ｂ
）
主

要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

ｂ
）

主
要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

○
下

水
道

○
下
水
道

公
共
下
水
道
及
び
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
等
の
社
会
構
造
の
変
化

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
他
４
市
２
町
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
6,
68
4h
aを
主
体
に
管

に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
効
率
的
な
整
備
を
進
め
、
汚
水
処
理
人

渠
整
備
と
処
理
場
建
設
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
整
備
を
進
め
、
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
も
藍
住

口
普
及
率
の
向
上
を
図
る
。

町
、
板
野
町
を
含
む
約
4
,5
2
4h
a
に
お
い
て
整
備
を
進
め
、
普
及
率
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
地
震
・
津
波
・
洪
水
等
に
よ
る
災
害
時
に
お
い
て
も
、
汚
水
処
理
・
雨
水
排
除
機
能
の
維
持
又

ま
た
、
地
震
・
津
波
に
よ
る
災
害
時
に
お
い
て
も
、
汚
水
処
理
機
能
の
維
持
又
は
早
期
回
復
を
図
る
た

は
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、
耐
震
化
及
び
耐
水
化
を
推
進
す
る
。

め
、
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
及
び
津
波
対
策
を
推
進
す
る
。

○
河

川
○

河
川

本
区
域
の
河
川
に
つ
い
て
、
河
川
整
備
計
画
で
定
め
る
目
標
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
築
堤

本
区
域
の
河
川
に
つ
い
て
、
計
画
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
築
堤
や
河
道
掘
削
等
の

や
河
道
掘
削
等
の
河
川
整
備
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
震
・
津
波
対
策
と
し
て
河
川
堤
防
の
嵩
上

河
川
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
震
・
津
波
対
策
と
し
て
河
川
堤
防
の
嵩
上
げ
や
液
状
化
対
策
な
ど

げ
や
液
状
化
対
策
な
ど
を
実
施
す
る
。

を
実
施
す
る
。

ま
た
、
水
環
境
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安
全
面
だ
け
で
な
く
水
質
浄
化
等
う
る
お
い
の
あ
る

ま
た
、
水
環
境
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
安
全
面
だ
け
で
な
く
水
質
浄
化
等
う
る
お
い
の
あ
る

水
辺
空
間
を
創
出
し
良
好
な
都
市
空
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

水
辺
空
間
を
創
出
し
良
好
な
都
市
空
間
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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○
海

岸
○

海
岸

本
区
域
の
海
岸
に
お
い
て
は
、
地
震
・
津
波
及
び
高
潮
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
既
存

本
区
域
の
海
岸
に
お
い
て
は
、
地
震
・
津
波
及
び
高
潮
等
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
既
存

の
海
岸
保
全
施
設
の
改
修
や
液
状
化
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
。

の
海
岸
保
全
施
設
の
改
修
や
液
状
化
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
。

ｃ
）
主

要
な

施
設

の
整
備
目
標

ｃ
）

主
要
な

施
設

の
整
備
目
標

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

○
下

水
道

○
下
水
道

公
共
下
水
道
事
業

徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、

公
共
下
水
道
事
業

徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、

松
茂
町
、
北
島
町

松
茂
町
、
北
島
町

旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
事
業

鳴
門
市
、
松
茂
町
、
北
島
町

旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
事
業

都
市
下
水
路
事
業

徳
島
市
、
阿
南
市

○
河

川
○

河
川

直
轄
河
川
改
修
事
業

吉
野
川
、
旧
吉
野
川
、
今
切
川
、
那
賀
川
、
派
川
那
賀
川
、

直
轄
河
川
改
修
事
業

吉
野
川
、
旧
吉
野
川
、
今
切
川
、
那
賀
川
、
桑
野
川

桑
野
川

広
域
河
川
改
修
事
業

飯
尾
川
、
西
大
堀
川
、
園
瀬
川
、
多
々
羅
川
、

広
域
河
川
改
修
事
業

飯
尾
川
、
西
大
堀
川
、
園
瀬
川
、
多
々
羅
川
、

桑
野
川
、
岡
川
、
勝
浦
川

桑
野
川
、
岡
川
、
勝
浦
川

総
合
流
域
防
災
事
業

新
町
川
、
政
所
谷
川
、
立
江
川
、
大
津
田
川
、
福
井
川
、

総
合
流
域
防
災
事
業

田
野
川
、
政
所
谷
川
、
立
江
川
、
大
津
田
川
、
福
井
川
、

苅
屋
川

苅
屋
川

河
川
管
理
施
設
長
寿
命
化
事
業

新
町
川
、
多
々
羅
川
、
冷
田
川
、
飯
尾
川
、
大
谷
川
、

河
川
管
理
施
設
長
寿
命
化
事
業

新
町
川
、
多
々
羅
川
、
冷
田
川
、
飯
尾
川
、
大
谷
川
、

新
池
川
、
出
島
川
、
苅
屋
川
、
立
江
川
、
田
野
川
、

新
池
川
、
出
島
川
、
蛭
地
川
、
苅
屋
川
、
立
江
川
、
田
野
川
、

芝
生
川
、
新
堀
川
、
豊
ノ
本
川
、
太
田
川
、
打
樋
川
（
徳
島
）
、

芝
生
川
、
新
堀
川
、
豊
ノ
本
川
、
太
田
川
、
打
樋
川
（
徳
島
）
、

打
樋
川
（
阿
南
）

打
樋
川
（
阿
南
）

地
震
高
潮
対
策
河
川
事
業

撫
養
川
、
福
井
川
、
勝
浦
川

地
震
高
潮
対
策
河
川
事
業

撫
養
川
、
大
谷
川
、
福
井
川
、
苅
屋
川
、
立
江
川
、
新
堀
川
、

豊
ノ
本
川
、
多
々
羅
川
、
冷
田
川
、
勝
浦
川

○
海

岸
○

海
岸

海
岸
侵
食
対
策
事
業

坂
野
地
区
海
岸
、
今
津
地
区
海
岸

海
岸
侵
食
対
策
事
業

坂
野
地
区
海
岸
、
今
津
地
区
海
岸

津
波
・
高
潮
危
機
管
理
対
策
緊
急
事
業

鳴
門
地
先
海
岸
、
撫
養
港
海
岸
、
徳
島
小
松
島
港
海
岸
、

津
波
・
高
潮
危
機
管
理
対
策
緊
急
事
業

撫
養
港
海
岸
、
徳
島
小
松
島
港
海
岸
、

中
島
港
海
岸
、
橘
港
海
岸

坂
野
地
区
海
岸
、
今
津
地
区
海
岸
、
富
岡
港
海
岸
、

橘
港
海
岸

海
岸
堤
防
等
老
朽
化
対
策
緊
急
事
業

堂
の
浦
地
先
海
岸
、
小
池
地
先
海
岸
、
高
島
地
先
海
岸
、

海
岸
堤
防
等
老
朽
化
対
策
緊
急
事
業

堂
の
浦
地
先
海
岸
、
小
池
地
先
海
岸
、
高
島
地
先
海
岸
、

三
ツ
石
地
区
海
岸
、
福
池
地
先
海
岸
、
鳴
門
地
先
海
岸
、

三
ツ
石
地
区
海
岸
、
福
池
地
先
海
岸
、
鳴
門
地
先
海
岸
、

撫
養
港
海
岸
、
栗
津
港
海
岸
、
松
茂
地
区
海
岸
、

撫
養
港
海
岸
、
栗
津
港
海
岸
、
松
茂
地
区
海
岸
、

今
切
港
海
岸
、
小
松
地
先
海
岸
、
徳
島
小
松
島
港
海
岸
、

今
切
港
海
岸
、
小
松
地
先
海
岸
、
徳
島
小
松
島
港
海
岸
、

坂
野
地
区
海
岸
、
今
津
地
区
海
岸
、
中
島
港
海
岸
、

坂
野
地
区
海
岸
、
今
津
地
区
海
岸
、
中
島
港
海
岸
、

富
岡
港
海
岸
、
見
能
林
地
区
海
岸
、
橘
港
海
岸

富
岡
港
海
岸
、
見
能
林
地
区
海
岸
、
橘
港
海
岸

３
）

そ
の

他
の

都
市

施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

ａ
）

基
本
方

針
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健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
及
び
機
能
的
な
都
市
活
動
の
向
上
を
図
る
た
め
、
社
会
動
向
や
人
口
動
態
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
都
市
基
盤
施
設
と
一
体
的
、
系
統
的
に
各
都
市
施
設
の
整
備

を
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
都
市
施
設
に
つ

い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
さ
ら
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
。

ｂ
）

主
要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

○
廃
棄
物
処
理
施
設

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
分
別
に
つ
い

て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
再
利
用
化
、
再
資
源
化
を
推
進
す
る
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
広
域
的
、
効
率
的
な
処
理

体
制
の
構
築
や
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。
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図
4-

2
整
備
方
針
図
（

下
水
道

）
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図
4
-3

整
備
方
針
図
（
河

川
・

海
岸

）
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３
）

そ
の

他
の

都
市

施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

ａ
）
基

本
方

針

健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
及
び
機
能
的
な
都
市
活
動
の
向
上
を
図
る
た
め
、
社
会
動
向
や
人
口
動
態
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
都
市
基
盤
施
設
と
一
体
的
、
系
統
的
に
各
都
市
施
設
の
整

備
を
図
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
都
市
施
設

に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
さ
ら
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
。

ｂ
）
主

要
な

施
設

の
配
置
の
方
針

○
廃

棄
物
処

理
施
設

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
分
別
に
つ
い

て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
再
利
用
化
、
再
資
源
化
を
推
進
す
る
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
広
域
的
、
効
率
的
な
処
理

体
制
の
構
築
や
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
推
進
す
る
。

４
－

３
市

街
地

開
発

事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
方

針
４

－
３

市
街
地

開
発

事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
方
針

１
）

主
要

な
市

街
地

開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

１
）

主
要

な
市

街
地

開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
等
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
商
業
機
能
の
郊
外
化
等
に
よ
り
空
き
店
舗
の
増
加
が
見
ら
れ
る

Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
等
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
商
業
機
能
の
郊
外
化
等
に
よ
り
空
き
店
舗
の
増
加
が
見
ら
れ
る

地
区
や
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
う
再
整
備
等
が
必
要
な
地
区
に
つ
い
て
は
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ

地
区
に
つ
い
て
は
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
土
地
の
高
度
利
用
、
都
市
機
能
の
複
合
化
を
進
め
、
魅
力
あ

り
土
地
の
高
度
利
用
、
都
市
機
能
の
複
合
化
を
進
め
、
魅
力
あ
る
市
街
地
、
商
店
街
と
し
て
再
生
を
図
る
。

る
市
街
地
、
商
店
街
と
し
て
再
生
を
図
る
。

既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
、
細
街
路
が
未
整
備
の
地
区
や
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
し
た
地
区
が
見
ら

既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
、
細
街
路
が
未
整
備
の
地
区
や
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
密
集
し
た
地
区
が
見
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
地
区
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
住
環
境
の
改
善
や

れ
、
こ
の
よ
う
な
地
区
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
住
環
境
の
改
善
や

防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
。

防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
。

特
に
、
徳
島
市
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
県
都
の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
施
設
の
整
備
や
水
辺
環
境

特
に
、
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
の
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
・
牟
岐
線
の
沿
線
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
、

と
一
体
と
な
っ
た
都
市
景
観
の
構
築
に
よ
り
、
都
市
機
能
が
集
積
し
た
活
力
と
魅
力
あ
る
市
街
地
を
形
成
し
、

鉄
道
に
よ
る
市
街
地
の
分
断
の
解
消
と
と
も
に
基
盤
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
地
区
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
鉄

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、
徳
島
駅
西
か
ら
文
化
の
森
駅
付
近
の
Ｊ
Ｒ
高
徳
線
・
牟
岐
線
の
沿
線

道
の
高
架
化
と
と
も
に
、
街
路
整
備
事
業
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
、
か
つ
利
便
性
が

及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
鉄
道
に
よ
り
市
街
地
が
分
断
さ
れ
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
の
円
滑
化

高
く
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
も
の
と
す
る
。

を
図
る
上
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
鉄
道
の
高
架
化
と
と
も
に
、
街
路
整
備
事
業
を
併
せ
て
実
施

ま
た
、
幹
線
道
路
周
辺
へ
の
市
街
化
圧
力
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
、
無
秩
序
な
開
発
や
周
辺
環
境

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
、
か
つ
利
便
性
が
高
く
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
も
の
と
す
る
。

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
区
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
制
度
を
活
用

し
、
秩
序
あ
る
開
発
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
る
。

２
）

市
街

地
整

備
の

目
標

２
）

市
街

地
整

備
の

目
標

お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
市
街
地
開
発
事
業
等
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

徳
島
市
の
新
町
西
地
区
に
お
い
て
、
市
街
地
の
整
備
を
進
め
る
。

○
市
街

地
再

開
発

事
業

・
徳
島
市

新
町
西
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
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○
そ
の

他

・
徳
島
市

徳
島
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
（
仮
称
）
整
備
事
業
及
び
周
辺
整
備
事
業

４
－

４
自

然
的

環
境

の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決

定
の

方
針

４
－
４

自
然
的

環
境

の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１
）

基
本

方
針

１
）

基
本

方
針

本
区
域
は
、
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
等
の
河
口
部
の
広
大
な
沖
積
平
野
と
東
西
に
帯
状
に
配
列
す
る
山

本
区
域
は
、
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
等
の
河
口
部
の
広
大
な
沖
積
平
野
と
東
西
に
帯
状
に
配
列
す
る
山

地
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
や
そ
の
近
傍
に
徳
島
市
の
眉
山
や
城
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

地
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
や
そ
の
近
傍
に
徳
島
市
の
眉
山
や
城
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

自
然
環
境
及
び
多
様
な
機
能
を
果
た
す
都
市
農
地
が
残
さ
れ
、
一
方
、
海
岸
線
に
は
国
立
公
園
や
国
定
公
園
に

自
然
環
境
及
び
多
様
な
機
能
を
果
た
す
都
市
農
地
が
残
さ
れ
、
一
方
、
海
岸
線
に
は
国
立
公
園
や
国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
景
勝
に
優
れ
た
自
然
も
豊
富
に
有
し
た
地
域
で
あ
り
、
住
民
の
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
も

指
定
さ
れ
る
な
ど
景
勝
に
優
れ
た
自
然
も
豊
富
に
有
し
た
地
域
で
あ
り
、
住
民
の
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
も

高
い
。

高
い
。

こ
の
た
め
、
市
街
地
の
開
発
等
に
当
た
っ
て
は
、
現
況
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
調
和
を
図
り
な
が

こ
の
た
め
、
市
街
地
の
開
発
等
に
当
た
っ
て
は
、
現
況
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
調
和
を
図
り
な
が

ら
計
画
的
に
行
い
、
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
外
側
で
は
、
公
園
、
農
地
等
の
整
備
及
び
自
然
環

ら
計
画
的
に
行
い
、
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
外
側
で
は
、
公
園
、
農
地
等
の
整
備
及
び
自
然
環

境
の
再
生
な
ど
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、

境
の
再
生
な
ど
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
防
災
施
設
と
し
て
の

避
難
場
所
や
延
焼
遮
断
な
ど
防
災
施
設
と
し
て
の
機
能
も
有
す
る
都
市
公
園
・
緑
地
を
計
画
的
に
配
置
す
る
こ

機
能
も
有
す
る
都
市
公
園
・
緑
地
を
計
画
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
で
安
全
か
つ
文
化
的
な
都
市
づ

と
に
よ
り
、
健
康
で
安
全
か
つ
文
化
的
な
都
市
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
環
境
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間
や
水
辺
空
間
な
ど

さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
環
境
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間
や
水
辺
空
間
な
ど

に
お
け
る
地
域
の
個
性
あ
る
美
し
い
景
観
の
保
全
、
再
生
、
創
出
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
、
農
地
、
河

に
お
け
る
地
域
の
個
性
あ
る
美
し
い
景
観
の
保
全
、
再
生
、
創
出
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
、
農
地
、
河

川
に
お
け
る
水
の
涵
養
機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
、
回
復
を
図
る
も

川
に
お
け
る
水
の
涵
養
機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
、
回
復
を
図
る
も

の
と
す
る
。
ま
た
、
道
路
・
建
物
等
施
設
の
緑
化
を
推
進
し
、
既
存
の
自
然
緑
地
や
機
能
的
に
配
置
さ
れ
た
都

の
と
す
る
。
ま
た
、
道
路
・
建
物
等
施
設
の
緑
化
を
推
進
し
、
既
存
の
自
然
緑
地
や
機
能
的
に
配
置
さ
れ
た
都

市
公
園
な
ど
、
都
市
の
緑
地
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
生
態
系
の
保
全
な

市
公
園
な
ど
、
都
市
の
緑
地
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
生
態
系
の
保
全
な

ど
、
良
好
な
景
観
形
成
、
生
物
の
生
息
場
の
提
供
、
気
温
上
昇
の
抑
制
等
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能

ど
、
良
好
な
景
観
形
成
、
生
物
の
生
息
場
の
提
供
、
気
温
上
昇
の
抑
制
等
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能

を
活
用
し
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
取
り
組
み
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

を
活
用
し
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
取
り
組
み
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
公
園
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
都
市
を
取

な
お
、
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
公
園
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
都
市
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
必
要
性
・
実
現
性
の
観
点
か
ら
、
適
時
適
切
に
見
直
し
を
行
う
。

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
必
要
性
・
実
現
性
の
観
点
か
ら
、
適
時
適
切
に
見
直
し
を
行
う
。

■
緑
地

の
確

保
目

標
水
準
（
お
お
む
ね
２
０
年
後
）

・
緑
地
の
確
保
目
標
水
準
（
お
お
む
ね
２
０
年
後
）

緑
地
確

保
目
標

都
市
計
画
区
域
に
対
す
る

割
合

緑
地
確
保
目
標

都
市
計
画
区
域
に
対
す
る
割
合

約
９
，
２
０
０
ha

約
１
７
．
４
%

約
９
，
２
０
０
ha

約
１
７
．
４
%

■
都
市

公
園

等
の

施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
の
目
標
水
準

・
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
の
目
標
水
準

本
区
域
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
の
目
標
水
準
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

本
区
域
に
お
い
て
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
の
目
標
水
準
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

年
次

Ｈ
２
７
年
【
基
準
年
】

Ｒ
１

２
年

【
目

標
年

】
年
次

Ｈ
２
２
（
基
準
年
）

Ｈ
３
７

（
２
０
１
５
年
）

（
２

０
３

０
年

）

目
標
水
準

１
０
．
２
m2
/人
（
実
数
）

１
１
．
３
m2
/
人

目
標
水
準

９
．
５
m2
/人
（
実
数
）

１
０
．
９

m2
/人

２
）

主
要

な
緑

地
の

配
置
の
方
針

２
）

主
要

な
緑

地
の

配
置
の
方
針

ａ
）
環

境
保

全
系

統
ａ

）
環

境
保

全
系

統
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本
区
域
に
お
け
る
河
川
・
海
岸
や
山
林
等
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
空

都
市
の
自
然
的
骨
格
を
形
成
す
る
山
林
、
河
川
（
吉
野
川
、
勝
浦
川
、
那
賀
川
水
系
）
、
海
岸
（
鳴
門
市
島

間
の
拠
点
と
な
る
水
と
緑
の
骨
格
軸
と
し
て
保
全
す
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
ビ
オ
ト
ー
プ

田
島
か
ら
阿
南
市
橘
湾
に
至
る
）
等
の
既
存
緑
地
を
適
切
に
保
全
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
内
で
シ
ン
ボ
ル

の
創
出
・
保
全
や
、
道
路
・
施
設
・
建
物
等
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
農
地
や
公
園
・
緑
地
と

と
し
て
溶
け
込
ん
で
い
る
緑
（
徳
島
市
の
眉
山
及
び
城
山
等
）
の
保
全
を
図
る
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
緑

の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
生
物
多
様
性
の
保
全
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
を
図
る
。

化
や
ビ
オ
ト
ー
プ
に
よ
り
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
自
然
環
境
、
生
態
系
の
保
全
を
図
る
。

ま
た
、
鳴
門
市
の
ド
イ
ツ
村
公
園
等
、
歴
史
的
文
化
的
に
意
義
の
高
い
文
化
財
の
集
積
地
域
を
緑
化
保
全

す
る
。

ｂ
）
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
系
統

ｂ
）

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
系
統

公
園
・
緑
地
は
、
自
然
、
文
化
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
多
様
化
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

都
市
公
園
は
、
自
然
、
文
化
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
多
様
化
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
需

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
公
園
・
緑
地
を

要
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
緑
地
を
保
全
、
整
備
、
配
置
す
る
。

適
切
に
配
置
・
整
備
す
る
。

徳
島
市
の
自
然
の
景
勝
地
で
あ
る
日
峯
大
神
子
地
区
、
市
街
地
に
隣
接
し
た
文
化
的
意
義
の
高
い
阿
波
史

日
常
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
な
る
住
区
基
幹
公
園
（
街
区
公
園
・
近
隣
公
園
・
地
区
公
園
）

跡
公
園
や
徳
島
市
総
合
動
植
物
公
園
を
中
心
と
し
た
地
区
、
鳴
門
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

に
つ
い
て
は
、
住
民
が
容
易
に
利
用
で
き
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も
に
、

動
の
場
と
し
て
の
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
を
中
心
と
し
た
ウ
チ
ノ
海
地
区
等
に
お
い
て
緑
地
の
保
全
を
図

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
施
設
に
つ
い
て
は
、
県
南
部
の
拠
点
と
し
て
「
健
康
」
を

ま
た
、
県
南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
南

テ
ー
マ
と
し
た
南
部
健
康
運
動
公
園
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
蔵
本
公
園
や
鳴
門
総
合
運
動
公
園
等
、

部
健
康
運
動
公
園
を
中
心
と
し
た
地
区
の
緑
地
の
整
備
を
行
い
、
良
好
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
創
造

既
存
の
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に
よ
る
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
。

す
る
。

ｃ
）
防

災
系

統
ｃ

）
防

災
系

統

地
震
、
津
波
に
よ
る
広
域
的
か
つ
大
規
模
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
蔵
本
公
園
、
鳴
門
総
合
運
動
公
園

地
震
、
津
波
に
よ
る
広
域
的
か
つ
大
規
模
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
蔵
本
公
園
、
鳴
門
総
合
運
動
公
園

及
び
南
部
健
康
運
動
公
園
な
ど
広
域
防
災
拠
点
や
避
難
場
所
と
な
る
都
市
公
園
を
確
保
し
、
施
設
の
防
災
機

及
び
南
部
健
康
運
動
公
園
な
ど
広
域
防
災
拠
点
や
避
難
場
所
と
な
る
都
市
公
園
を
確
保
し
、
機
能
強
化
に
よ

能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
物
資
の
確
実
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
公
園
に
お
け
る
物
資
の

り
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
物
資
の
確
実
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
公
園
に
お

集
積
拠
点
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
。

け
る
物
資
の
集
積
拠
点
機
能
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
市
街
地
内
の
緑
地
に
つ
い
て
は
、
延
焼
防
止
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
雨
水
の
貯
留
浸
透

災
害
の
抑
止
あ
る
い
は
災
害
時
の
活
動
拠
点
や
避
難
地
と
し
て
、
ま
た
、
火
災
や
工
場
地
帯
と
の
緩
衝
地

等
の
機
能
、
眉
山
山
稜
、
津
乃
峰
山
麓
な
ど
市
街
地
に
隣
接
す
る
樹
林
地
帯
等
に
つ
い
て
は
、
土
砂
の
流
出

と
し
て
津
田
、
沖
洲
地
区
等
の
既
存
の
工
業
地
の
他
、
徳
島
飛
行
場
（
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
）
や
本
州
四

防
止
や
雨
水
の
貯
留
浸
透
等
の
機
能
を
有
す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
保
全
を
図
る
。

国
連
絡
道
路
周
辺
部
の
緩
衝
緑
地
等
の
整
備
、
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
等
既
存
の
公
共
空
地
や
、
避

難
路
と
な
る
市
街
地
の
広
幅
員
道
路
の
緑
化
及
び
河
岸
、
海
岸
の
緑
道
の
整
備
、
保
全
を
図
る
。

さ
ら
に
は
、
他
法
令
と
調
整
し
な
が
ら
眉
山
山
稜
、
津
乃
峰
山
麓
な
ど
市
街
地
隣
接
の
樹
林
地
帯
等
の
環

境
の
保
全
を
図
る
。

ｄ
）
景

観
構

成
系

統
ｄ

）
景

観
構

成
系

統

都
市
に
潤
い
を
与
え
る
水
辺
空
間
と
、
都
市
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
緑
地
に
よ
る
水
と
緑
が
豊
か
で
良
好

緑
な
す
特
徴
的
な
山
々
、
清
く
豊
か
な
水
流
を
誇
る
河
川
、
美
し
い
海
岸
線
等
（
鳴
門
市
及
び
阿
南
市
の

な
都
市
景
観
の
形
成
を
図
る
。

国
立
、
国
定
公
園
等
）
風
致
に
富
む
特
徴
あ
る
郷
土
景
観
を
構
成
す
る
緑
地
、
ま
た
、
都
市
の
中
で
「
顔
」

徳
島
市
の
眉
山
や
城
山
を
は
じ
め
、
良
好
な
自
然
的
景
観
を
形
成
し
て
い
る
区
域
は
風
致
地
区
と
し
て
保

と
な
る
地
区
景
観
を
形
成
す
る
緑
地
（
徳
島
市
の
徳
島
中
央
公
園
等
）
の
確
保
、
保
全
を
図
る
。

全
・
維
持
に
努
め
る
。

ま
た
、
鳴
門
市
の
ド
イ
ツ
村
公
園
を
は
じ
め
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
施
設
の
周
辺
等
に
お
い
て
は
、
良
好

な
景
観
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る
。
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-
3
1
-

３
）

実
現

の
た

め
の

具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

３
）

実
現

の
た

め
の

具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

・
公
園
緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配
置
方
針
の
概
要

■
公

園
緑
地

等
の

整
備

目
標
及
び
配
置
方
針
の
概
要

単
位

：
m2
/人

単
位
：
m
2 /
人

整
備
目

標
整
備
目
標

公
園

緑
地
等

の
配
置
方
針
の
概
要

Ｈ
２

７
年

Ｒ
１
２

年
公
園
緑
地
等
の

配
置
方
針
の
概
要

Ｈ
２
２

Ｈ
３
７

区
分

【
基

準
年

】
【

目
標

年
】

区
分

(基
準
年
)

（
2
01
5年

）
（

2
03
0
年
）

街
区
公
園

住
民
単
位
に
誘
致
距
離
、
人
口
等
を
考
慮
し
て
適
切
に
配
置
す
る
。

０
．
６

０
．
６

街
区
公
園

住
民
単
位
に
誘
致
距
離
、
人
口
等
を
考
慮
し
て
適
切
に
配
置
す
る
。

０
．
５

０
．
６

近
隣
公
園

各
住
区
に
１
箇
所
を
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

０
．
７

０
．
８

近
隣
公
園

各
住
区
に
１
箇
所
を
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

０
．
６

０
．
８

地
区
公
園

４
住
区
に
１
箇
所
を
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

０
．
４

０
．
５

地
区
公
園

４
住
区
に
１
箇
所
を
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

０
．
４

０
．
５

総
合
公
園

文
化
の
森
総
合
公
園
、
徳
島
中
央
公
園
を
中
核
と
し
て
人
口
規
模

２
．
２

２
．
４

総
合
公
園

文
化
の
森
総
合
公
園
、
徳
島
中
央
公
園
を
中
核
と
し
て
人
口
規
模

２
．
０

２
．
３

を
考
慮
し
て
配
置
す
る
。

を
考
慮
し
て
配
置
す
る
。

運
動
公
園

鳴
門
総
合
運
動
公
園
、
蔵
本
公
園
を
中
核
と
し
人
口
規
模
を
考
慮

１
．
０

１
．
３

運
動
公
園

鳴
門
総
合
運
動
公
園
、
蔵
本
公
園
を
中
核
と
し
人
口
規
模
を
考
慮

０
．
９

１
．
２

し
て
配
置
す
る
。

し
て
配
置
す
る
。

特
殊
公
園

恵
ま
れ
た
自
然
を
利
用
し
て
、
市
街
地
に
近
く
住
民
に
親
し
ま
れ

２
．
３

２
．
５

特
殊
公
園

恵
ま
れ
た
自
然
を
利
用
し
て
、
市
街
地
に
近
く
住
民
に
親
し
ま
れ

２
．
２

２
．
３

て
い
る
名
所
や
展
望
地
に
つ
い
て
配
置
す
る
。

て
い
る
名
所
や
展
望
地
に
つ
い
て
配
置
す
る
。

広
域
公
園

既
存
の
日
峯
大
神
子
広
域
公
園
の
保
全
を
図
る
。

１
．
３

１
．
４

広
域
公
園

既
存
の
日
峯
大
神
子
広
域
公
園
の
保
全
を
図
る
。

１
．
３

１
．
４

緑
地

河
川
敷
や
海
岸
線
を
緑
地
と
し
て
緑
の
保
全
を
図
る
。

１
．
６

１
．
７

緑
地

河
川
敷
や
海
岸
線
を
緑
地
と
し
て
緑
の
保
全
を
図
る
。

１
．
５

１
．
７

緑
道
等

河
川
、
海
岸
敷
き
を
利
用
し
て
各
公
園
緑
地
を
有
機
的
に
結
合
さ

０
．
０

０
．
２

せ
る
よ
う
配
置
す
る
。

■
緑

地
保
全

地
区

等
の

指
定
目
標
及
び
指
定
方
針
の
概
要

・
緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針
の
概
要

地
区

の
種

類
指
定
方
針
の
概
要

指
定
目

標
地
区
の
種
類

指
定
方
針
の
概
要

指
定
目
標

市
街
地
か
ら
眺
望
さ
れ
る
景
観
の
優
れ
た
山
地
等
に
つ
い
て
引
き

市
街
地
か
ら
眺
望
さ
れ
る
景
観
の
優
れ
た
山
地
等
に
つ
い
て
引
き

風
致
地
区

続
き
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
樹
林
の
枯
死
等
指
定
後
そ
の
環
境

約
１
，
２
０
０
ｈ
ａ

風
致
地
区

続
き
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
樹
林
の
枯
死
等
指
定
後
そ
の
環
境

約
１
，
２
０
０
ｈ
ａ

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
維
持
等
に
つ
い
て

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
維
持
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
）

主
要

な
施

設
の

整
備
目
標

４
）

主
要

な
施

設
の

整
備
目
標

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

優
先
的
に
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

単
位
：
h
a

種
別

公
園
名

規
模

種
別

公
園
名

規
模

運
動
公
園

南
部
健
康
運
動
公
園

７
０
．
０
h
a

運
動
公
園

南
部
健
康
運
動
公
園

７
０
．
０

総
合
公
園

ド
イ
ツ
村
公
園

５
４
．
３
h
a

総
合
公
園

ド
イ
ツ
村
公
園

５
４
．
３
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図
4
-4

整
備
方
針
図
（
公
園

緑
地

）
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徳島東部都市計画区域区分の変更について

１．基本方針

徳島東部都市計画区域は、県都徳島市を中心に５市３町からなり、その大部分は吉野川、勝
浦川、那賀川などの沖積平野に発展した都市で、東部は紀伊水道に臨み、北部、南部は山々の

緑を背にした自然豊かな都市圏である。本区域の面積は県全体の約１３％にすぎないが、人口
は県全体の約６６％を占めており、本県の行政、経済、文化の中心地域である。
本区域は、昭和４６年に当時の４市６町各々の都市計画区域を合わせた広域都市計画区域と

して指定され、並行して区域区分制度が導入されており、その後６回の見直しを経て現在に至
っている。
今回の見直しについては、平成３０年度から令和元年度に都市計画法第６条に定める基礎調

査を行った結果、都市の健全な発展と秩序ある整備を図る上で一部区域区分を修正する必要が
認められるので、次の箇所について見直しを行うものである。
(1)既成市街地と連続し、周辺の工業地と一体的な利用が見込まれる港湾計画に基づき整備

した土地で、インターチェンジとの近接性を活かした土地利用が図られる土地について
市街化区域に編入する。

(2)既成市街地と連続し、周辺の工業地と一体的な利用が見込まれる港湾計画に基づき整備

した土地で、区域区分の明確化を図るため、市街化区域に編入する。

２．今回見直しまでの経緯

・昭和４６年 ５月 当初決定
・昭和５４年１１月 第１回見直し

・昭和６２年 ９月 第２回見直し
・平成 ８年 ３月 第３回見直し
・平成１６年１２月 第４回見直し

・平成２４年 ５月 第５回見直し
・平成３０年 ３月 第６回見直し

３．人口の推計

平成２７年 令和１２年

都市計画区域 約５０１千人 約４６３千人

市街化区域 約３３８千人 約３１１千人

市街化調整区域 約１６３千人 約１５２千人

４．市街化区域の規模

市街化区域面積 今回追加 今回削除 増減 市街化区域面積
（変更前） （変更後）

約８,８０３ha 約３２ha ０ha 約３２ha 約８,８３５ha
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